
市政だより

おかざき

葵庫岡崎w好評開催中

　岡崎市制70周年記念博「葵博一岡崎'87」が、

3月21日から開幕しました。みなさんに、見

て、食べて、参加していただけるよう、盛り

だくさんの行事を行います。ご家族そろつて

ぜひ、お出かけください。（5月17日まで）

３月21日　テープカット
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岡崎市制70周年記念事業

カメ弓しボート

一開催概要発表から開幕までー
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三
月
定
例
市
議
会
で
、
一
般
会
計
、

特
別
会
計
、
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た

総
額
一
、
一
四
一
億
三
〇
一
二
万
円
に

の
ぼ
る
六
十
二
年
度
当
初
予
算
が
議

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
予
算
編
成
に
当
た
っ
て

は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
「
厳

選
か
つ
優
先
的
な
財
源
配
分
Ｌ
を
基

本
姿
勢
に
、
重
点
施
策
の
実
現
に
努

め
て
お
り
ま
す
。

，●

当
初
予
算
の
あ
ら

じ
バ
こ
で
’
Ｊ
４
１
１
１
１
‘
ユ
ｆ
で
。
Λ
？
ノ
’
。
ぶ
ｉ
１
Ｉ
鳶
り
Ｉ
ぶ
し
７
Ｍ
一
１
″
。
き
’

　
六
十
二
年
度
予
算
総
額
は
、
一
、
一

四
一
億
三
〇
三
万
円
で
、
厳
し
い

財
政
環
境
下
に
あ
っ
て
、
三
・
七

％
増
の
伸
び
を
確
保
し
、
順
当
な
予

算
規
咬
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
一
般
会
計
は
、
六
一
〇
億
五
、
五

〇
〇
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
三
・

九
％
増
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
、
中

央
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
な
ど
大
型
事

業
を
推
進
す
る
た
め
の
工
事
関
係
経

費
は
、
前
年
度
に
比
ベ
ー
丁
一
％
増

の
高
い
仲
び
を
示
し
、
積
極
予
算
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
歳
入
で
は
、
市

税
に
つ
い
て
は
、
五
・
八
％
増
を
見

込
ん
で
い
る
ほ
か
、
使
用
料
・
手
数

料
の
見
直
し
、
適
正
化
な
ど
に
よ
り

自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　
特
別
会
計
の
総
額
は
、
市
制
七
十

周
年
記
念
事
業
会
計
の
減
少
に
も
か

か
わ
ら
ず
。
前
年
度
に
比
ベ
ー
・
三

％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
農
業
共
済

事
業
、
電
子
計
算
組
織
、
老
人
保
健

会
計
の
仲
び
が
高
く
、
ま
た
、
下
水

道
及
び
駐
車
場
、
競
艇
事
業
会
計
は

安
定
し
た
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
企
業
会
計
で
は
、
病
院
事
業
会
計
が
、

八
三
億
一
、
四
七
三
万
円
で
七
・
二
％

増
、
水
道
事
業
会
計
は
瓦
九
億
四
、
一

五
八
万
円
で
一
四
・
〇
％
増
を
兄
込

ん
で
お
り
、
企
業
会
計
全
体
と
し
て

は
、
九
・
瓦
％
増
と
前
年
度
の
仲
び

を
上
回
り
、
順
調
な
予
算
と
な
っ
て

い
ま
す
。

｜

｜

１

－
万丿三月補正予算の

Ｗ　　　　あらまし

足　一般会計　　　3億8,618万円

ま　特別会計　　　15億9,964万円

牡　企業会計　　△1億5,519万円
補

一
正
予
算
は
ヽ
一
般
会
計
三
位
八
、
六
一

一
八
万
円
、
特
別
会
計
一
五
位
九
、
九
六

　
四
万
円
の
追
加
。
企
業
会
計
一
億
五
、

　
五
一
九
万
円
の
減
額
で
、
こ
れ
に
よ

　
り
本
年
度
の
予
算
総
額
は
Ｉ
、
一
五
九

　
応
二
、
一
七
〇
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
追
加
補
正
の
主
な
も
の
は

老
人
保
健
特
別
会
計
繰
出
金
（
一
応

四
、
九
三
〇
万
円
）
、
道
路
新
設
改
良

川
地
及
び
公
園
用
地
の
購
入
費
（
一

噫
二
、
四
〇
二
万
円
）
、
財
政
調
整

基
金
の
積
み
立
て
（
七
億
七
、
九
九

○
万
円
）
、
公
園
施
設
整
備
基
金
の

債
み
立
て
（
三
位
五
、
四
九
三
万
円
）
、

市
民
球
場
建
設
基
金
の
債
み
立
て
（
五

億
三
、
二
四
五
万
円
）
、
譲
渡
公
営

住
宅
敷
地
幣
理
基
金
へ
の
繰
出
金
二

億
五
、
〇
〇
〇
万
円
）
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新
年
度
は
、
地
方
行
政
の
課
題
と

し
て
の
都
市
化
、
国
際
化
、
高
齢
化

な
ど
へ
の
対
応
を
図
る
と
と
も
に
、

各
分
野
に
わ
た
り
、
重
要
施
策
を
積

極
的
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
国
鉄
の
民
営
化
、
愛
知
環
状
鉄
道

の
設
立
な
ど
鉄
道
面
で
は
大
き
な

転
機
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
本
市
で

は
東
海
道
本
線
の
矢
作
地
区
へ
の
新

駅
設
置
費
を
計
上
し
た
ほ
か
、
国
鉄

岡
崎
駅
及
び
名
鉄
東
岡
崎
駅
周
辺
の

整
備
構
想
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●A
一般会計歳出　＝

ｌ

科　目 予算額（構成比％） 前年度対比％

民生費 1281意7,012万円(21.1) 113.0

土木費 121iy:9.07l7j'円(20.0) 95.1

教育費 10〕億1,407万円(16.4) 96.0

衛生費 81億7,402万円(13.4) 180.2

総務費 70fl6,665万円(11.6） 96.3

公債費 4U.t4.577万円( 6.8) 101.1

消防費 20億2,311万円( 3,3} 110.4

商工費 16億9,379万円( 2.8) 41.2

農林業費 16億2.727万円( 2.6) 110.5

労働費 7fg1.048万円( 1.1) 315.3

議会費 4it7,501万|J-J(0.8} 109.1

その他 6,400万円1 0.1) 109.9　｜

介　計 610i怠5,500万円 103.9

　
ま
た
、
長
期
計
画
と
し
て
進
め
て

お
り
ま
す
岡
崎
中
央
総
合
公
園
に
つ

い
て
は
、
市
民
球
場
、
武
道
館
な
ど

の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
早
期
建
設
を
目

指
し
て
第
一
川
整
備
工
事
に
入
る
は

か
珈
市
と
の
姉
妹
都
市
の
提
携
な
ど
、

国
際
交
流
を
推
進
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応

と
し
て
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
デ
イ
・

サ
ー
ビ
ス
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
、
老

人
陥
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
併
設
す
る

か
、
中
国
、
内
蒙
古
自
治
区
の
呼
和

総
合
老
人
福
祉
施
設
を
本
年
度
か
ら

三
ヵ
年
の
継
続
事
業
と
し
て
建
設
し

て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
新
規
１
　
業
と
し
て
、

労
働
者
柵
祉
施
設
の
建
設
、
市
立
看

駿
専
門
学
校
の
移
転
、
ハ
イ
テ
ク
施

設
の
建
設
な
ど
時
代
に
即
応
し
た
諸

施
設
の
設
置
、
機
能
の
充
実
に
努
め

る
と
と
も
に
、
都
市
基
盤
の
整
備
、

生
活
関
連
施
設
の
整
備
、
福
祉
の
充

実
、
産
業
の
振
興
、
教
育
文
化
の
振

興
な
ど
市
政
全
般
に
わ
た
っ
て
、
債

極
的
な
諸
施
策
の
推
進
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

-

な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
減
額
経
費
の
主
な
も
の
は
、
国
Ｅ

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
の

減
額
（
△
八
、
六
八
四
万
円
）
、
国
民

年
金
印
紙
購
入
費
の
減
額
（
△
四
憶

五
、
一
六
八
万
円
）
、
生
活
保
護
扶

助
費
の
減
額
（
△
一
応
六
、
二
九
七

万
円
）
、
街
路
改
良
工
事
費
の
減
額

　
（
△
九
、
五
六
〇
万
円
）
、
街
路
用

地
購
入
費
の
減
額
（
△
四
、
〇
三
五

万
円
）
、
許
認
可
の
遅
れ
に
よ
る
体

育
施
設
実
施
設
計
委
託
費
の
減
額
（
△

六
、
六
五
〇
万
円
）
、
円
高
差
益
の

還
元
な
ど
に
よ
る
電
気
・
ガ
ス
料
金

及
び
ガ
ソ
リ
ン
・
重
油
な
ど
の
燃
料

費
の
減
額
（
仝
会
計
合
わ
せ
て
△
二

億
六
、
七
三
四
万
円
）
な
ど
の
ほ
か

工
事
関
係
経
費
の
契
約
差
金
な
ど
に

よ
る
減
額
補
正
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
特
別
会
計
・
企
業
会
計
で
は
、
各

会
計
と
も
に
事
業
量
の
増
減
に
よ
る

所
要
経
費
を
そ
れ
ぞ
れ
袖
正
し
て
お

り
ま
す
。
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心

蚕
議
会
史
編
さ
ん
事
業

　
　
　
　
　
　
　
…
…
五
↓
‘
八
四
万
円

・
記
録
誌
の
発
刊
：
一
、
六
八
〇
万
円

　
市
制
七
十
周
年
記
念
事
業
に
係
る

記
録
誌
の
製
作
・
発
刊
。

旬
テ
ク
ノ
エ
リ
「
ｙ
計
画
策
定
業
務

　
　
　
　
　
　
　
…
…
九
七
八
万
円

乖
総
合
施
設
建
設
計
画
の
推
進

▲テクノプラザのイメージスケッチ

Ｆ●
　
　
　
　
　
　
…
…
一
一
、
四
〇
一
万
円

　
総
合
施
設
建
設
基
本
随
想
、
計
画

の
策
定
。

旬
土
地
利
用
計
画
、
交
通
体
系
な
ど
の

調
査
研
究
業
務
・
：
：
三
、
一
四
七
万
円

　
　
一
世
代
宅
地
供
給
基
本
設
計
、
新

交
通
体
系
調
査
研
究
な
ど
。

・
東
海
道
本
線
新
駅
設
置

　
　
　
　
…
…
一
一
一
昭
五
、
三
二
い
）
万
円

　
束
海
道
本
線
の
矢
作
地
区
の
新
駅

　
設
置
。

㈱
東
海
道
新
幹
線
（
仮
称
）
＝
河
駅

建
設
費
の
寄
附
　
　
　
…
…
一
昭
円

㈱
市
民
会
館
の
整
備

　
　
　
　
…
…
↓
べ
昭
八
、
八
て
八
万
円

　
甲
山
会
館
の
改
築
、
リ
ハ
ー
サ
ル

　
棟
の
新
築
、
駐
車
場
の
整
備
な
ど
。

争
学
区
こ
ど
も
の
家
の
新
設
（
三
館
）

　
　
　
　
…
…
一
一
億
一
、
四
九
七
万
円

巻
都
市
提
携
交
流
事
業

　
　
　
　
　
　
…
…
四
、
三
四
一
万
円

　
呼
和
浩
特
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携

　
な
ど
。

垂
印
鑑
登
録
証
明
イ
メ
ー
ジ
シ
ス
テ

ハ
】
化
事
業
　
…
…
Ｊ
ハ
、
五
一
四
万
円

　
【
障
害
者
・
精
神
薄
弱
者
福
祉
】

・
障
害
者
へ
の
助
成

　
　
　
　
…
…
Ｉ
（
億
七
、
七
九
三
万
円

　
特
別
障
害
者
等
手
当
の
支
給
な
ど
。

・
精
神
薄
弱
者
授
産
セ
ン
タ
ー
（
希

【

望
の
家
）
の
運
営
…
六
、
七
五
四
万
円

蚕
身
体
障
害
者
セ
ン
タ
ー
（
友
愛
の

家
）
の
運
営
　
…
…
一
一
一
、
・
八
一
一
一
万
円

蚕
精
神
薄
弱
者
更
生
セ
ン
タ
ー
（
そ

だ
ち
の
家
）
の
運
営
…
五
、
二
八
五
万
円

　
「
老
人
福
祉
」

含
ね
た
き
り
老
人
な
ど
へ
の
助
成

　
　
　
　
　
　
…
…
九
、
六
五
七
万
円

　
在
宅
入
浴
、
施
設
入
浴
の
充
実
、

家
庭
奉
仕
貝
の
設
置
な
ど
。

・
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
へ
の
助
成

　
　
　
　
　
　
　
…
…
一
一
一
Ｉ
ハ
○
万
円

　
白
‥
動
消
火
装
置
の
給
付
。

・
総
合
老
人
福
祉
施
設
の
建
設

　
　
　
…
…
一
一
一
一
位
一
、
九
〇
三
万
円

　
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
養

駿
老
人
ホ
ー
ム
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
な
ど
の
建
設
、

　
【
母
子
・
児
童
福
祉
】

養
田
子
福
祉
施
設
の
管
理

　
　
　
　
　
　
…
…
一
一
、
一
一
一
～
八
一
一
一
万
円

　
母
子
寡
婦
柵
祉
会
館
、
母
子
寮
の

管
理
委
託
、

蚕
市
立
保
育
園
の
運
営
・
私
立
保
育

園
へ
の
助
成

　
　
　
…
…
一
一
一
一
一
億
六
、
九
二
二
万
円

巻
市
立
保
育
園
の
改
築

　
　
　
　
…
…
一
位
九
、
五
九
三
万
円

蚕
水
道
事
業
会
計
出
資
金

一
億
一
、
コ
二
二
万
円

●

▲老人スポーツ大会

・
病
院
事
業
会
計
負
担
金

　
　
　
　
…
…
五
億
三
、
四
〇
三
万
円

參
看
護
専
門
学
校
の
建
設

　
　
　
　
…
…
四
億
七
、
八
五
七
万
円

巻
公
害
対
策
…
…
九
。
一
五
九
万
円

　
【
市
民
の
健
康
管
理
】

・
健
康
管
理
事
業
の
実
施

　
　
　
　
…
…
一
億
二
、
九
二
七
万
円

　
人
間
ド
ッ
ク
検
診
の
充
実
と
基
本

吐
診
の
実
施
な
ど
。

幸
田
と
子
の
保
健
事
業

　
　
　
　
　
　
…
…
一
、
五
四
九
万
円

　
乳
幼
児
健
康
相
談
な
ど
。

　
【
清
掃
施
設
の
整
備
】

・
ご
み
処
理
施
設
の
整
備

　
　
　
　
…
…
四
億
二
、
一
六
九
万
円

蕎
中
央
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
建
設

　
　
　
…
…
四
一
億
七
、
〇
一
三
万
円

　
用
地
造
成
及
び
建
設
工
事
な
ど
。

昭
和
六
十
三
年
度
ま
で
の
継
続
事
業
。

・
し
尿
処
理
施
設
の
整
備

　
　
　
　
　
…
…
四
億
四
七
三
万
円
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・
労
働
者
福
祉
施
設
の
建
設

　
　
　
　
…
…
四
億
七
、
三
八
六
万
円

乖
勤
労
者
住
宅
整
備
促
進
事
業
へ
の

貸
付
金
　
　
　
　
　
　
…
…
一
億
円

乖
勤
労
者
福
祉
施
設
の
運
営

　
　
　
　
　
　
…
…
七
、
三
七
八
万
円

　
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
、
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
な
ど
の
管
理
運
営
。

・
労
働
団
体
へ
の
助
成

　
　
　
　
　
　
　
…
…
五
一
一
一
一
一
万
円

【
農
林
業
の
振
興
】

・
農
業
振
興
へ
の
助
成

　
　
　
　
　
　
…
…
四
、
五
九
六
万
円

蕎
地
域
営
農
体
制
整
備
事
業
へ
の
助

成
　
　
　
　
　
…
…
一
一
一
、
九
六
〇
万
円

旬
新
農
業
構
造
改
善
事
業
一
億
九
、
一
八
七
万
円

㈱
ハ
イ
テ
ク
施
設
建
設
事
業

　
　
　
　
　
　
…
…
五
、
五
〇
〇
万
円

　
緑
花
木
の
母
樹
園
・
育
苗
ほ
の
設

置
な
ど
。

・
森
林
病
害
虫
等
防
除
事
業

　
　
　
　
　
　
…
…
四
、
八
三
八
万
円

⑥
小
規
模
林
道
事
業

　
　
　
　
　
　
…
…
五
、
六
六
二
万
円

乖
畜
産
経
営
環
境
の
整
備

　
　
　
　
　
　
…
…
一
、
四
六
四
万
円

●，
　
【
農
業
施
設
の
整
備
】

旬
土
地
改
良
事
業
へ
の
助
成

　
　
　
　
…
…
一
億
二
、
六
一
六
万
円

乖
土
地
改
良
事
業

　
　
　
　
…
…
四
億
九
、
二
七
三
万
円

回
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業

　
　
　
　
　
　
…
…
九
、
四
八
五
万
円

　
【
商
工
業
の
振
興
】

旬
商
工
業
振
興
へ
の
助
成

　
　
　
　
　
　
…
…
一
一
、
九
一
〇
万
円

　
【
中
小
企
業
の
振
興
】

旬
中
小
企
業
へ
の
金
融
対
策

　
　
　
…
…
一
〇
億
八
、
〇
三
八
万
円

乖
小
規
模
企
業
振
興
事
業
へ
の
助
成

　
　
　
　
　
　
　
…
…
四
〇
九
万
円

旬
繊
維
セ
ン
タ
ー
の
運
営

　
　
　
　
　
　
…
…
七
、
五
三
七
万
円

旬
工
場
誘
致
対
策

　
　
　
　
…
…
一
億
四
、
三
九
〇
万
円

　
【
観
光
事
業
の
推
進
】

・
観
光
事
業
の
委
託

　
　
　
　
　
　
…
…
Ｉ
ハ
、
一
五
五
万
円

　
桜
ま
つ
り
、
家
康
行
列
、
観
光
夏

ま
つ
り
な
ど
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
行

事
の
開
催
。

▲観光夏まつり

Ｓ

・
観
光
施
設
の
整
備
　
　
　
　
　
　
八

　
　
　
　
　
　
…
…
一
、
（
）
Ｊ
八
九
万
円

　
駒
ヶ
滝
駐
車
場
の
造
成
な
ど
。

・
三
河
武
士
の
や
か
た
家
康
館
の
運

営
　
　
　
　
　
…
…
四
、
〇
九
一
万
円

　
【
交
通
安
全
一

乖
緊
急
交
通
安
全
対
策

　
　
　
　
…
…
一
一
億
八
、
五
五
二
万
円

　
中
央
分
離
帯
、
横
断
歩
道
橋
、
自

転
車
歩
行
者
道
、
視
線
誘
導
標
な
ど

交
通
安
全
施
設
の
設
置
、
整
備
。

蚕
交
通
安
全
対
策
の
推
進

　
　
　
　
　
　
…
…
一
一
、
｝
八
一
一
一
四
万
円

蕎
通
学
路
照
明
灯
街
路
灯
の
新
設
、

改
良
　
　
　
　
　
…
…
八
一
一
一
五
万
円

　
【
公
園
・
緑
地
の
整
備
】

㈱
公
園
施
設
の
整
備
拡
充

　
　
　
　
…
…
’
八
億
二
、
〇
六
一
万
円

　
公
園
施
設
の
整
備
、
用
地
の
取
得

な
ど
。

㈱
総
合
施
設
の
建
設

　
　
　
　
…
…
七
億
一
、
九
五
〇
万
円

　
中
央
総
合
公
園
施
設
実
施
設
計
業

務
、
美
術
博
物
館
基
本
設
計
業
務
、

体
育
施
設
（
市
民
球
場
な
ど
）
の
実

施
設
計
業
務
な
ど
。

・
緑
化
推
進
植
樹
事
業

　
　
　
　
　
　
…
…
四
、
〇
〇
〇
万
円

乖
生
垣
設
置
へ
の
助
成

　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
。
一
一
五
七
万
円

　
【
都
市
計
画
街
路
・
都
市
景
観
環
境

の
整
備
】

旬
街
路
な
ど
の
整
備

-

一
厄
一
、
三
七
二
万
円

　
道
路
の
改
良
、
用
地
取
得
な
ど

一
都
市
景
観
環
境
の
整
備

　
　
　
　
　
　
…
…
一
、
一
八
九
万
円

　
【
都
市
下
水
路
整
備
】

旬
都
市
下
ｙ
ふ
路
整
備
事
業

　
　
　
　
…
…
八
億
三
、
八
七
九
万
円

　
赤
渋
ポ
ン
プ
場
築
造
工
事
な
ど
。

　
〔
道
路
整
備
の
促
進
〕

㈱
道
路
維
持
修
繕
舗
装
事
業

　
　
　
…
…
一
一
一
一
億
三
、
八
四
〇
万
円

　
側
溝
の
新
設
、
改
良
、
路
刷
の
修

繕
、
舗
装
な
ど
。

㈱
準
市
道
及
び
生
活
道
の
整
備

　
　
　
　
　
　
…
…
八
、
二
三
五
万
円

乖
道
路
新
設
改
良
事
業

　
　
　
　
…
…
七
億
八
、
二
七
〇
万
円
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●

【
橋
り
ょ
う
・
河
川
の
整
備
】

・
橋
り
よ
う
新
設
改
良
事
業

　
　
　
　
…
…
一
昭
四
、
七
九
〇
万
円

旬
河
川
新
設
改
良
事
業

　
　
　
　
…
…
五
昭
九
、
六
〇
八
万
円

　
河
川
改
修
、
排
水
路
改
修
な
ど
。

　
【
区
画
整
理
事
業
の
推
進
】

希
岡
崎
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業

　
　
　
　
…
…
五
昭
二
、
七
九
九
万
円

旬
組
合
施
行
土
地
区
画
整
理
事
業
へ

の
助
成
…
…
一
一
一
億
六
、
八
三
二
万
円

　
【
市
営
住
宅
の
建
設
】

旬
市
営
住
宅
建
設
事
業

　
　
　
　
…
…
五
昭
二
、
七
六
〇
万
円

　
山
中
団
地
五
十
二
戸
、
和
志
山
団

地
十
八
戸
、
葵
・
五
位
原
団
地
四
十

八
戸
。

・
常
備
消
防
力
の
強
化

　
　
　
…
…
一
Ｉ
（
昭
四
、
八
九
四
万
円

　
消
防
用
備
品
の
幣
備
、
消
防
広
場

の
開
催
、
通
信
室
の
改
修
工
事
な
ど
、

蚕
非
常
備
消
防
力
の
強
化

　
　
　
　
…
…
一
億
七
、
九
二
七
万
円

　
防
火
水
槽
改
修
、
消
防
団
用
機
械

器
具
の
整
備
な
ど
。

旬
消
防
施
設
の
拡
充
整
備

　
　
　
　
…
…
一
昭
六
、
一
〇
六
万
円

　
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
購
入
、
消

防
無
線
基
地
局
の
設
置
な
ど
、

蕎
災
害
対
策
事
業
よ
二
、
三
八
四
万
円

，●
　
防
災
訓
練
の
実
施
、
災
害
救
助
用

医
薬
品
の
備
薔
な
ど
。

▲防災訓練

　
【
学
校
教
育
関
係
】

・
小
学
校
校
舎
な
ど
の
建
設

-

一
応
五
、
八
八
六
万
円

　
校
舎
増
改
築
（
三
島
・
竜
美
丘
・

生
平
）
、
プ
ー
ル
建
設
（
常
磐
東
）
な
ど
。

・
中
学
校
校
舎
な
ど
の
建
設

一
九
億
八
、
一
二
二
万
円

　
北
中
（
新
築
）
校
舎
・
屋
内
運
動

場
の
建
設
、
佼
舎
増
改
築
（
城
北
中
）

な
ど
。

・
小
学
校
へ
の
パ
ソ
コ
ン
導
入

　
　
　
　
　
　
…
…
一
一
、
四
〇
五
万
円

　
【
社
会
教
育
関
係
】

・
少
年
自
然
の
家
の
整
備

　
　
　
　
　
　
…
…
一
一
、
一
一
一
七
〇
万
円

　
丸
太
小
屋
の
建
設
、
キ
ャ
ン
プ
場

の
幣
備
な
ど
。

・
岡
崎
市
民
大
学
の
充
実

　
　
　
　
　
　
　
…
…
一
一
一
Ｉ
八
四
万
円

旬
岡
崎
市
中
央
カ
ル
チ
ャ
ー
ホ
ー
ム

の
講
座
の
開
設

一
、
二
〇
一
万
円

蚕
図
書
館
の
管
理
運
営

　
　
　
　
　
…
…
一
一
億
六
四
五
万
円

　
図
書
購
入
費
、
菅
江
真
澄
の
顕
彰

な
ど
、

旬
美
術
館
の
運
営

　
　
　
　
　
　
…
…
七
、
〇
五
八
万
円

　
特
別
企
画
展
の
開
催
な
ど
。

・
地
域
文
化
広
場
の
運
営

　
　
　
　
…
…
一
一
一
億
一
、
五
五
一
万
円

　
特
別
企
画
展
の
開
催
、
芸
術
の
森

整
備
な
ど
。

J
i
l
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―
J
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ｉ
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▲特別企画展

　
　
　
　
　
　
　
　
l
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J
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ｉ
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乖
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　
　
　
　
　
　
…
…
Ｊ
ハ
、
○
○
三
万
円

　
学
区
運
動
広
場
の
造
成
、
体
育
施

設
の
改
修
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス

ポ
ー
ツ
（
ソ
フ
ト
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
ー
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
ー
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
な
ど
）
の
普
及
な
ど
。

特
別
会
計

　
【
下
水
道
】

・
公
共
下
水
道
管
渠
の
築
造

こ
一
億
五
、
八
九
八
万
円

｜

艦

　
「
国
民
健
康
保
険
」

乖
国
民
健
康
保
険
事
業

　
　
　
…
…
九
二
位
四
、
四
七
八
万
円

蕎
老
人
保
健
事
業

　
　
　
…
…
‘
八
八
億
六
、
六
九
三
万
円

　
【
電
子
計
算
】

乖
電
子
計
算
業
務

　
　
　
　
…
…
一
一
一
億
六
、
〇
二
二
万
円

　
印
鑑
証
明
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム

の
開
発
な
ど
。

乖
特
定
市
有
財
産
の
整
理

　
　
　
　
…
…
一
億
五
、
四
四
六
万
円

　
宅
地
の
造
成
な
ど
。

企
業
会
計

　
【
病
院
事
業
】

蕎
医
療
機
器
の
整
備

　
　
　
　
…
…
七
億
六
、
一
六
七
万
円

　
診
療
棟
の
改
修
、
管
理
棟
の
建
設
、

超
音
波
カ
ス
ト
ロ
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
コ

ー
プ
観
測
装
置
な
ど
の
購
入
。

　
【
水
道
事
業
】

蕎
水
道
拡
張

　
　
　
　
…
…
八
噫
三
、
九
六
四
万
円

　
第
四
期
拡
張
事
業
（
五
十
七
年
度

～
六
十
五
年
度
）
の
第
六
年
度
。

纂
原
水
及
び
浄
水
施
設
の
整
備

　
　
　
　
　
…
…
一
億
四
九
八
万
円

蚕
配
水
及
び
給
水
施
設
の
整
備

　
　
　
　
…
…
九
億
九
、
四
〇
八
万
円
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新
設
す
る
リ
ハ
ー
サ
ル
室
（
昭
釦
六
ト

二
年
し
‥
‥
‥
一
‐
供
川
開
始
）
、
改
築
す
る

甲
山
会
館
（
同
年
十
二
月
十
五
日
供
用
開

始
）
等
の
使
用
料
を
定
め
ま
し
た
。

養
　
岡
崎
市
保
育
所
入
所
措
置
条
例
の
制

　
定

　
児
斑
福
祉
法
の
改
正
に
げ
い
、
保
育
所

へ
の
入
所
措
置
雌
準
を
定
め
ま
し
た
。

蚕
　
岡
崎
市
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
の

　
制
定

　
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
新
設
し
、
こ
の

施
設
の
管
理
は
岡
崎
市
母
。
ト
寡
婦
福
祉
会

に
委
託
し
ま
す
。

・
　
岡
崎
市
手
数
料
条
例
の
改
正

▲甲山会館完成予想図

１

‐

Ｏ
　
ね
た
き
り
の
と
人
の
万
等
の
人
浴

　
介
護
手
数
料
を
定
め
ま
し
た
。

（

　
繊
維
セ
ン
タ
ー
の
手
数
料
を
定
め

ま
し
た
．

養
　
岡
崎
市
農
業
共
済
条
例
の
改
正

　
園
芸
施
設
共
済
の
共
済
責
任
期
間
の
最

短
対
象
月
数
を
四
簡
月
に
変
史
し
ま
し
た
。

・
　
岡
崎
市
市
営
住
宅
条
例
の
改
正

　
い
　
新
設
す
る
和
志
山
荘
（
ト
八
戸
）

　
　
の
家
持
等
を
定
め
ま
し
た
。

　
い
　
老
朽
化
し
た
小
井
河
荘
を
廃
止
し

　
　
ま
し
た
。

蚕
　
岡
崎
市
消
防
団
条
例
の
改
正

　
消
防
団
Ｕ
の
報
酬
の
額
を
引
き
上
げ
ま

し
た
。

蚕
　
岡
崎
市
立
学
校
設
置
条
例
の
改
正

　
上
里
町
地
内
に
新
設
す
る
中
学
校
を
北

中
学
校
と
し
ま
し
た
。
（
昭
和
六
十
三
年

四
川
一
日
施
行
）

奮
　
岡
崎
市
市
民
セ
ン
タ
ー
使
用
料
条
例

　
の
改
正

　
六
ツ
美
民
俗
資
料
館
の
講
習
室
を
六
ツ

美
市
民
セ
ン
タ
ー
の
第
二
講
習
室
と
し
ま

し
た
。

㈱
　
岡
崎
市
立
図
書
館
条
例
の
改
正

　
図
書
館
資
料
の
複
写
は
、
実
賞
と
し
て

徴
収
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

希
　
こ
の
ほ
か
次
の
条
例
を
改
正
し
ま
し

'^'''' "郷^ '……万万万
　　゛　　　　　　●　　｡I　　　　　　　　ｒ　_｡

た

　○

１jｄＳ謳＞
痙靉禦離蕪^iAiu丿

▲市営住宅和志山荘

▽
　
岡
崎
市
非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補

　
依
等
条
例
の
改
正

▽
　
岡
崎
市
特
別
職
の
職
貝
で
非
常
勤

　
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

　
す
る
粂
例
の
改
正

▽
　
岡
崎
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

　
例
の
改
正

▽
　
岡
崎
市
国
民
健
康
保
険
粂
例
の
改

　
正
▽
　
岡
崎
市
母
子
寮
条
例
の
改
正

▽
　
岡
崎
市
公
害
防
止
施
設
整
備
京

　
助
成
条
例
の
改
正

▽
　
岡
崎
市
学
校
医
等
公
務
災
害
呻

　
条
例
の
改
正

‐
－

　　　　　　　■ ･t●　　　　〃-i　　償　　金

で
Ｉ
・

－
。
‐

‥
目
１
１
－

(･

　
三
月
定
例
市
議
会
で
次
の
条
例
が
成
立

し
ま
し
た
。

旬
　
岡
崎
市
市
税
条
例
及
び
岡
崎
市
農
地

　
課
税
審
議
会
条
例
の
改
正

　
軽
自
動
車
税
の
納
期
を
五
月
ト
六

日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
に
変
更

し
ま
し
た
。

　
口
　
農
地
課
税
審
議
会
の
委
員
の
任
期

　
　
を
三
年
と
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

蚕
　
岡
崎
市
学
区
こ
ど
も
の
家
条
例
の
改

　
正
　
広
幡
、
上
地
、
本
宿
の
各
学
区
に
こ
ど

も
の
家
を
新
設
し
ま
し
た
。

・
　
岡
崎
市
市
民
会
館
条
例
の
改
正
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施設と
いる施設

皿

ｌ
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川乍､豪、大谷､南､fin熊)、市営住宅{山中団地､紅と;山団地りJヽ学校校舎(本宿､常外束､,
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笑合､六名､六ッ美中部)、小学校屋内運動場(常鈴東)､中学t'i校舎(東海中学校)
「
明
る
ぐ

怯
み
よ
い

豊
が
な
岡
崎
市
し
づ
く
り
の
た
め
に
と
り
進
め
て
い
る
、

各
種
施
設
の
建
設
状
況
を
お
知
・
り
せ
し
ま
す
。

●

｀●･･・

--

皿

" ・-
一 一

運
動
場
照
明
設
備

緑
丘
小
学
校

上
地
小
学
校

ｔ

ｌ

一一一

「

　
常
磐
東
小
学
校

　
　
　
（
米
河
内
町
）

　
安
戸
町
に
あ
っ
た

旧
校
舎
は
、
明
治
時

代
に
建
設
し
て
お
り
、

老
朽
化
が
目
立
っ
て

い
た
こ
と
と
、
敷
地

が
狭
く
プ
ー
ル
や
体

育
館
が
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
米
河
内
町

へ
移
転
改
築
し
た
も

の
で
す
。

　
ク
ラ
ス
や
学
年
を

越
え
た
交
流
を
す
る

た
め
の
多
目
的
教
室

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
プ
ー
ル
も

今
年
の
水
泳
シ
ー
ズ

ン
ま
で
に
は
完
成
し

ま
す
。

Ｆ

●●

市
制
Ｃ
Ｄ
周
年
記
念
事
巣

岡
崎
市
繊
維
セ
ン
タ
ー
（
美
合
町
五
本
松
）

一
一
　
地
元
繊
維
業
界
の
長
年
の
宿
願
と

ゴ
　
　
な
っ
て
い
た
新
し
い
試
験
所
が
。
い

″
゛
づ
　
　
よ
い
よ
岡
崎
市
繊
維
セ
ン
タ
ー
と
し

。
ｆ
　
て
、
四
月
十
五
日
に
美
合
町
地
内
に

”
Ｊ
　
移
転
・
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

二
　
　
　
一
階
に
は
事
務
所
、
各
試
験
室
を

　
一
゛
一
　
置
き
ヽ
址
新
の
機
器
を
４
入
し
ま
す
Ｉ

’
ぐ
　
二
階
に
は
ヽ
市
内
に
点
在
し
て
い
る
各

‘
　
ご
’
繊
維
団
体
が
一
つ
に
ま
と
ま
る
組
合

～
　
　
　
事
務
室
を
は
じ
め
と
し
て
、
新
製
品

　
’
　
の
発
表
会
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ

　
　
　
ン
講
習
会
な
ど
、
多
目
的
に
利
用
で

‥
　
一
　
き
る
展
示
室
と
会
議
室
を
配
し
た
繊

｀
　
　
。
維
の
総
合
施
設
で
す
。

ｌ

ｌ
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61年度に完成した
　　いまつくつて
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藤川保育園（移転改築）
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　豚、鶏、牛のふんや尿を処理し、

たい肥や液肥として農家に還元する

施設。
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　　市指定無形文化財「悠紀斎田お田柚えまつり」

関係の資料の展示などをします。

-

幽i嘸公７≡:，

丁二 ＴｙＳ゛ちぎ'少

- －

･一一１

－
‐
・
ｉ
・

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

　
　
　
岩
津
中
学
校

　
　
　
常
磐
中
学
校

1

l･_

－．－Ｗ－－

市
制
o
周
年
記
念
事
業

岡
崎
市
母
子
福
祉
セ
ン
タ
上
叫
轟
岫
福
凭
必
一

　
母
子
家
庭
の
川
…
談
・
指
導
、
自
1

■
促
進
の
拠
点
と

な
る
施
設
で
、
県
内
で
は
今
年
度
初
め
て
岡
崎
市

と
半
田
市
に
建
設
さ
れ
ま
す
、

－－ -

一
こ
の
ほ
か
、
次
の

施
設
か
出
来
ま
し
た

　
校
舎
の
増
改
築

　
芙
〈
‥
小
学
校
、
六
名
小

　
学
校
、
六
ッ
美
中
部
小

　
学
校
、
本
宿
小
学
校
、
東

　
海
中
学
佼

　
プ
ー
ル

　
竜
南
中
学
校

　
屋
内
運
動
場

　
常
磐
束
小
学
校

　
自
転
車
駐
車
場

　
北
岡
崎
駅

　
遊
歩
道
整
備

　
保
母
城
址

●

中
央
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
（
新
焼
却
場
）

　
六
十
　
昨
度
上
（
十
三

年
度
継
Ｅ
事
業 4４籤れ1
ご¨EＵＵ

・
市
民
会
館
整
備

・
甲
山
会
館
改
築

　
（
六
ト
ー
　
・
六
ト

　
二
年
度
継
紋
服
業
）

岡宿
崎
公
園
茶
室

・
農
業
者
ト
レ
ー
ニ

　
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
｛
べ
十
一
・
六
ト

　
二
年
度
継
続
事
業
｝

・
学
区
子
ど
も
の
家

　
広
幡
、
上
地
、
私

　　　ｊ㎜● ･ ･ ｊ - ― ｆ
　 　 ミ 　 ． % ♂

　 　 　 ． ゝ Ｉ Ｉ ･ ． ｀ 丿
　 　 　 ♂ ■ ■ ・

　 　 　 　　４
　●－

りへ

ぞ ｰ

- 　 ．

・
次
の
工
事
か

　
進
ん
で
い
ま

　
す

I
I
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原稿をお寄ゼくたで｀aジで二に情報、

鵠のづn,i遥
山
あ
０
の
温
泉
郷

長
野
県
山
の
内
町

井
　
上
　
栄
　
子
之

（
4
8
歳
・
六
名
一
丁
目
）

　
私
の
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
は
、
長

野
県
北
部
の
山
深
い
温
泉
街
で
す
。

西
方
に
は
北
信
五
岳
（
斑
尾
山
、
妙

高
山
、
黒
姫
山
、
戸
隠
山
、
飯
綱
山
）

を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
長
野
市
か
ら
電
巾
に
乗
り
、
巾
窓

の
り
ん
ご
畑
、
佻
畑
、
栗
畑
等
を
地

渡
し
な
が
ら
約
一
時
間
。
着
い
た
所

が
私
の
ふ
る
さ
と
湯
川
中
温
泉
で
す
。

　
湯
田
中
、
三
社
、
星
川
、
分
介
安

代
、
渋
、
Ｌ
林
、
穂
波
、
角
間
の
各

▲星川温泉から見た志賀高原

▲井上さんとご家族

温
泉
を
総
称
し
て
山
の
内
温
泉
郷
と

い
い
ま
す
。
ス
キ
ー
の
メ
リ
カ
志
賀

高
原
も
す
ぐ
近
く
。
今
は
ナ
イ
タ
ー

設
備
が
あ
り
、
実
家
か
ら
明
か
り
が

よ
く
見
え
ま
す
。
私
の
中
学
、
高
校

時
代
は
、
白
心
太
ｆ
殿
ド
を
始
め
皇
族

の
か
た
が
た
が
よ
く
ス
キ
ー
に
来
ら

れ
ま
し
た
。
俳
峻
さ
ん
た
ち
も
大
勢

末
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
こ
ろ
に
は
、
今
や
７
　
キ
ー
で

匪
界
的
に
有
･
＞
v
な
堵
谷
Ｌ
轟
氏
も
お

父
さ
ん
に
つ
い
て
練
習
し
て
い
ま
し

た
。
址
近
渋
温
泉
の
外
湯
め
ぐ
り
が

竹
名
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
普

通
は
旅
館
の
内
風
呂
へ
入
る
の
で
す

、
一
ｉ
％

カ
Ｊ
％

街
の
至
る
所
に
共
同
温
泉
が
あ

泉
質
も
異
な
る
の
で
な
か
な
か

．●

の
人
気
で
す
。
渋
温
泉
か
ら
車
で
十

五
分
く
ら
い
の
所
に
地
獄
谷
温
泉
が

あ
り
、
河
原
の
中
か
ら
源
泉
が
噴
水

の
様
に
吹
き
出
し
て
い
ま
す
。
昔
か

ら
あ
る
一
軒
だ
け
の
旅
館
に
は
、
昨

今
話
題
の
露
人
風
呂
か
当
時
か
ら
あ

【

こんにちは，!

家
康
役
を
お
や
り
に
な
る
心
境

は

　
徳
川
。
家
康
に
は
、
以
前
か
ら
あ
こ

が
れ
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
五
十
歳

と
い
う
区
切
り
の
年
に
、
市
民
参
加

の
家
康
行
列
で
人
役
を
勤
め
さ
せ
て

い
た
だ
け
て
光
栄
で
す
。

　
以
前
に
家
康
を
や
っ
た
か
た
か
ら
、

い
ろ
い
ろ
経
嶮
談
を
お
闘
き
し
ま
し

て
、
ず
い
ぶ
ん
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

馬
に
好
か
れ
な
い
と
い
け
な
い
と
い

う
ん
で
、
た
も
と
に
ニ
ン
ジ
ン
を
し

の
ぼ
せ
て
い
た
と
い
う
か
た
も
い
ま

し
た
。
仏
も
栽
馬
の
経
験
が
な
い
の

で
、
特
訓
を
し
て
い
ま
す
。

　
過
去
の
家
服
役
の
か
た
に
ａ
け
な

い
よ
う
に
、
さ
っ
そ
う
と
し
た
ｆ
綱

さ
ば
き
で
、
威
風
堂
々
と
駒
を
進
め

た
い
の
で
す
が
、
果
た
し
て
ど
う
な

り
ま
す
や
ら
、
四
月
四
目
の
行
列
を
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
珍
し
い
お
々
り
前
で
す
が

　
二
十
数
年
前
に
、
仕
心
μ
の
関
係
で

川
国
か
ら
出
て
末
た
ん
で
す
'
Ｊ
愛
知

県
内
に
も
何
人
む
い
な
い
で
し
ょ
う
。

置

桜まつり家康行列の

　　　　徳川家康役

さん
四

-慎
s^ 瓦

前

とう

同

(50歳・梅園町)

　
外
か
ら
来
ま
し
た
か
ら
、
む
し
ろ

岡
崎
生
ま
れ
の
人
よ
り
も
岡
崎
の
良

さ
が
よ
く
分
か
っ
て
い
る
と
自
負
し

て
い
る
ん
で
す
よ
。
山
あ
り
川
あ
り
、

気
候
も
い
い
し
、
匯
む
人
も
人
情
味

に
あ
ふ
れ
て
い
る
、
素
晴
ら
し
い
と

こ
ろ
で
す
ね

　
教
育
や
文
化
の
面
で
も
、
と
て
も

恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
り
ま
す
1
愛
知

教
育
人
学
が
刈
谷
へ
行
っ
て
し
ま
っ

た
の
は
残
念
で
す
が
、
国
政
共
同
研

究
機
俳
と
い
う
す
ご
い
施
設
が
あ
り

ま
す
か
ら
ね
。
た
だ
、
雲
の
上
的
な

存
在
で
、
巾
民
に
は
な
じ
み
が
蒔
い

の
を
残
念
に
思
い
ま
す
。

　
世
吸
作
最
高
の
頭
脳
が
集
ま
っ
て
い

る
ん
で
す
か
ら
、
何
か
市
民
と
の
交

流
が
出
来
た
ら
い
い
で
す
ね
。

　
　
ご
趣
味
は

　
リ
ラ
ッ
ク
ス
剤
と
し
て
、
ク
ラ
シ

ッ
ク
音
楽
や
古
い
ジ
ャ
ズ
を
聞
い
た

り
し
ま
す
。
女
一
司
と
い
っ
し
ょ
に
飲

み
に
行
っ
た
時
な
ど
、
ジ
ャ
ズ
の
デ

ュ
エ
″
卜
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

女
一
司
と
は
幼
稚
閲
以
来
の
幼
な
じ
み

【
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このページは、市民の皆寸んがつくる

り
ま
す
．
名
物
の
「
ち
ま
Ｘ
こ
は
恪

別
の
味
で
、
こ
れ
を
食
べ
た
い
ば
か

り
に
多
く
の
人
が
わ
ざ
わ
ざ
出
か
け

て
来
ま
す
、
近
く
に
は
野
猿
公
園
が

あ
り
、
猿
た
ち
は
Ｌ
ぺ
目
も
は
ば
か
ら

ず
、
自
山
気
ま
ま
に
人
湯
し
て
い
ま

す
（
猿
山
Ｉ
Ⅲ
の
露
■
ｙ
戦
_
ｓ
）
。

　
長
野
と
湯
川
中
の
中
ほ
ど
に
は
、

栗
の
郷
で
有
名
な
小
布
施
町
が
あ
り

ま
す
。
ど
こ
の
家
の
裏
庭
に
も
栗
の

木
が
あ
り
、
こ
の
栗
で
作
る
よ
う
か

ん
、
か
の
。
Ｌ
は
当
地
の
名
物
で
丁
。
1

こ
の
栗
菓
子
を
売
る
か
た
わ
ら
、
栗

よ
う
か
ん
に
一
服
の
お
抹
茶
を
立
て

て
く
だ
さ
る
店
が
あ
り
ま
す
、

●・
の
「
北
改
館
」
に
は
。
肉
筆
の
絵
画
、

書
な
ど
が
沢
山
展
示
さ
れ
、
束
京
方

而
か
ら
の
見
学
者
か
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
　
轟
の
訪
れ
が
遅
い
信
濃
路
で
す
が

本
恪
的
な
存
と
も
な
れ
ば
、
伽
、
桜
、

佻
、
水
‥
’
‐
、
り
ん
ご
な
ど
の
佗
が
い

っ
せ
い
に
咲
き
み
だ
れ
、
ま
さ
し
く

‐
本
中
の
存
が
染
ま
っ
た
感
が
あ
り

ま
す
。

　
岡
崎
に
嫁
い
で
早
や
ニ
ト
五
年
、

故
郷
で
過
ご
し
た
年
月
よ
り
長
く
な

り
、
完
全
に
三
河
の
女
に
な
り
ま
し

た
。
主
人
の
生
地
で
あ
る
岡
崎
で
、

晦
日
楽
し
く
、
元
気
で
暮
ら
せ
る
幸

小
布
施
町
に
ゆ
か
り
の
心
飾
北
百
　
　
せ
に
感
謝
し
て
い
ま
す

－
‐

一
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
’
。

1 5
・

一

　　　回回#-i>県立農業大学校回)j－^回

　明治43年、農商務省愛知種馬所が、北設楽郡か

ら美合へ移されました0 II--馬所は、陸軍の軍馬政

策の一翼を担い、その改良、増殖、育成を主な目

的としていました。現在の県道沿いの堤は当時の

ものです。

　この種馬所も大正12年7 )＼で廃止されることに

なり、愛知県が大蔵省から川地と建物を譲り受け、

同年10月30日、愛知県仲畜場が発足しましたっ

　その後、昭和９年に辿進農場となり、59年から

は県立農業大学校となりました。次代の自営農業

者と農業技術者を育成するため、教養学習、専門

学習、農家生活学習が行われています。

●

ト
松
並
み
木
と
右
側
の
堤
は
、

　
種
馬
所
時
代
か
ら
の
も
の

扉

で
し
て
ね

　
健
康
管
理
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
か
ら
、

ア
ス
レ
千
四
．
ク
ジ
ム
に
週
二
、
三
回

か
よ
っ
て
い
ま
す
．

▲昨年の家康行列

　私か職貝として追進農場へ本

職したのは、幟後間もない昭和

22年でした。、

　u穫したダイコンやハクサイ

を市場まで'ﾄ車で連ぶのに、生

徒といっしょに、朝の３時ごろ

出かけたのも、なつかしい思い

出ですね。帰ると昼になってし

まうので、その生徒は午後休ん

　　　　　　でよい、といった

　　　　　　ような、のんびり

昔を語る

佐口岳郎ａ

　(63歳・美合町)

　
ゴ
ル
フ
で
は
。
吽
年
几
‐
り
に
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
を
経
験
し
ま
し
た
。

　
・
＝
占
収
後
に
一
言

　
家
康
行
列
の
主
た
っ
た
役
に
、
例

え
ば
、
前
年
の
巾
内
の
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
優
勝
者
な
ど
を
登
場
さ
せ
る
と

い
う
案
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
あ
る
い

は
、
巾
内
の
″
介
界
か
ら
ノ
ミ
ネ
ー
ト

し
て
、
市
民
の
人
気
投
票
で
決
め
る

の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
期
待

感
が
高
ま
っ
て
。
ま
つ
り
が
い
っ
そ

う
盛
り
あ
が
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
女
性
の
家
康
が
あ
っ
て
も
い
い
で

す
よ
ね
、

した時代でした。

　大学の構内でlま、

今でもオーチャー

ド、ティモシーな

どの牧草が自然に

生えているのが昆

かけられますが、

あれは、桂馬所時

▲追進館は昭和９年建設。選挙の代にまいたものの

　投票所にも使われている　　　名残りなんですよ。
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㎜ヌ昔、川舟　今、力

新香山ブロック

　　　　近藤　和子（桑原町）

　
足
助
行
き
の
バ
ス
が
束
岡
崎
を
出
て
三

十
分
、
左
に
巴
川
が
見
え
て
く
る
と
、
間

も
な
く
桑
原
の
バ
ス
停
。
「
カ
ヌ
ー
練
習

場
」
の
大
き
な
行
板
が
目
に
つ
き
ま
す
。

満
々
と
水
を
湛
え
た
碧
い
川
面
に
は
、
い

つ
も
季
節
の
移
ろ
い
が
映
え
、
一
幅
の
絵

を
見
る
よ
う
で
す
。

こ
こ
は

一
キ
ロ
下
れ
ば
矢
作
川
に
合

流
す
る
地
点
で
、
鮎
釣
り
で
名
鳥
い
巴
川

の
辰
下
流
と
言
え
ま
す
。
今
は
、
八
日
ロ
ダ

ム
と
し
て
せ
き
止
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

か
つ
て
は
大
浜
、
西
尾
、
岡
崎
方
而
か
ら

塩
、
海
産
物
、
そ
の
他
生
活
物
資
を
倣
ん

一
だ
川
舟
が
上
り
、
下
る
舟
に
は
薪
炭
、
木

一

材
、
米
な
ど
が
債
ま
れ
て
い
た
と
い
う
、

一
舟
運
の
メ
ッ
カ
で
し
た
．
国
鉄
中
央
線
の

ｙ

>
i

-

.
J
I

≪
>

J
≫
.

1
1
■
■

.
4
^

^
.
(>

4
>

I
L
.

.
1
.

-

I
t
.
-

-
･
1
.

.
1

ｌ

開
通
に
よ
り
舟
連
が
機
能
を
失
っ
た
明
治

末
期
ま
で
続
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
で
は
、
鮮
や
か
な
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ヶ
ツ

ト
（
救
命
胴
衣
）
を
身
に
つ
け
た
、
岡
崎

カ
ヌ
ー
協
会
会
Ｕ
の
カ
ヌ
ー
練
割
‥
風
景
が

見
ら
れ
ま
す
。
現
在
、
会
員
は
四
十
名
、

特
に
夏
に
は
小
学
生
の
カ
ヌ
ー
教
室
が
聞

か
れ
、
元
気
な
声
が
川
而
に
こ
だ
ま
し
て

い
ま
す
。

　
　
「
め
ざ
せ
、
岡
体
一
の
立
石
板
が
、
ひ

と
き
わ
鮮
や
か
に
目
を
ひ
き
ま
す
。
昨
年

の
国
休
で
、
高
校
は
準
決
勝
、
一
般
は
決

勝
ま
で
進
み
、
三
位
だ
っ
た
と
聞
い
て
、

冬
で
も
練
習
に
余
念
の
な
い
努
力
の
績
み

垂
ね
と
う
な
づ
け
ま
す
。

　
十
二
キ
ロ
か
ら
十
五
キ
ロ
の
カ
ヤ
ッ
ク

　
（
肝
）
は
、
す
ぐ
ひ
っ
く
り
返
り
ま
す
。

　
「
水
を
恐
れ
ず
、
ひ
っ
く
り
返
る
こ
と
も

に
達
の
コ
ツ
」
と
指
導
者
の
岡
田
さ
ん
は

お
っ
し
ゃ
い
ま
す
、
ま
た
、
「
日
本
の
よ

う
に
山
や
川
の
多
い
中
で
、
そ
れ
を
利
用

し
て
、
自
然
や
自
分
に
挑
幟
す
る
冒
険
心

こ
そ
、
特
に
今
の
よ
う
に
制
約
の
多
い
社

会
に
は
大
切
で
は
な
い
か
Ｉ
と
い
う
言
柴

に
も
共
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
会
貝
募
集
中
と
の
こ
と
、
静
か
な
水
上

で
、
思
い
切
り
オ
ー
ル
を
さ
ば
い
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
、

ａ
｝
ｌ
ｌ
］
ｓ

岡
崎
職
業
訓
練
校

　
　
竜
南
ブ
ロ
ッ
ク

荒
木
　
洋
一
（
緑
丘
一
丁
目
）

　
新
し
く
な
っ
た
名
鉄
美
合
駅
か
ら
か
い

て
八
分
、
日
清
紡
績
美
八
‥
工
場
の
束
隣
に

愛
知
県
岡
崎
職
業
訓
練
校
が
あ
り
ま
す
。

　
　
「
職
業
訓
練
悛
」
と
聞
く
と
、
ど
ん
な

イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま
す
か
、
肖
就
職

し
た
り
、
転
職
し
た
り
す
る
人
の
た
め
に

必
要
な
技
術
を
教
え
る
所
だ
と
思
っ
て
い

る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

確
か
に
、
そ
れ
も
能
力
再
開
発
訓
練
と
い

っ
て
訓
練
校
の
仕
事
の
一
つ
で
す
が
、
も

う
一
つ
に
、
養
成
訓
練
と
い
う
の
が
あ
り

ま
す
。
高
校
卒
業
嗇
を
対
象
に
、
機
械
科
、

竃
気
工
事
科
な
ど
六
学
科
が
開
設
さ
れ
て

い
て
、
就
職
に
必
嬰
な
雌
礎
知
識
や
技
術

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の

中
の
情
報
処
理
科
は
、
鳥
度
情
報
社
会
に

対
応
す
る
た
め
に
、
昨
年
開
設
さ
れ
ま
し

た
。
訓
練
生
全
Ｕ
が
一
度
に
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
操
作
で
き
る
ほ
ど
設
備
が
充
実
し
て

い
る
の
に
驚
き
ま
し
た
。

　
能
力
再
開
発
訓
練
と
養
成
訓
練
が
、
訓

練
校
の
大
き
な
旺
な
の
で
す
が
、
そ
の
他

ま
ち|

哨
特l

派
員|

だ
よ|

り

｜１

ａ
ｓ
ｌ
ｌ
ｌ
－

１
１
‘
Ｆ
ｔ

　
　
　
　
　
J

に
、
向
上
訓
練
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
職
業
を
持
っ
て
い
る
人
を
対
象
に
、

さ
ら
に
高
度
な
知
識
や
技
術
を
修
得
し
て

も
ら
う
た
め
に
、
訓
練
校
を
開
放
し
て
い

る
の
で
す
。
一
講
座
は
、
土
咄
日
と
日
曜

日
の
二
日
間
で
、
十
五
時
闘
の
講
義
と
実

習
と
な
っ
て
い
ま
す
。
六
十
一
年
度
は
、

二
十
講
座
が
開
設
さ
れ
、
五
百
四
十
九
名

の
か
た
が
終
了
証
を
手
に
し
て
い
る
の
だ

そ
う
で
す
、
情
報
処
理
吋
の
新
設
に
伴
っ

一一一一一一一一一一一一一

て
開
設
さ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
入
門
講
座
】

に
は
、
若
い
人
ば
か
り
で
な
く
、
主
婦
や
］

か
な
り
年
配
の
か
た
も
受
講
さ
れ
て
い
た

一

と
か
。
負
け
て
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
ね
。
私
】

も
、
一
度
は
ト
ラ
イ
し
て
み
よ
う
と
思
っ

Ｉ

て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
Ｉ

み
ま
せ
ん
か
。

ｌ
　
ｌ
Ｆ
－
　
ｉ
一

▲向上訓練(コンピュータ入門講座)

申
ｉ
ｉ
や
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｔ

Ｓ
ｐ
－
あ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
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表彰を受1づβ1ご

ふさj

＜ださい　　　！

萱23-60 0 9

ト
昨
年
の
市
制
施
行
記
念
式
典

１

●●

　
七
月
一
日
に
行
う
市
制
施
行
7
1
周

年
記
念
式
典
で
、
市
民
の
膜
範
と
な

る
よ
う
な
か
た
及
び
優
良
団
体
の
表

彰
を
行
い
ま
す
。

　
表
彰
を
受
け
る
に
ふ
さ
わ
し
い
次

の
よ
う
な
か
た
又
は
団
体
を
ご
存
知

の
か
た
は
、
四
月
十
八
日
ま
で
に
町
総

代
さ
ん
又
は
市
役
所
（
秘
書
課
）
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

①
　
地
方
自
治
の
進
展
に
貢
献
し
た

　
か
た

②
　
教
育
、
体
育
、
学
術
、
そ
の
他

　
文
化
の
振
興
に
貢
献
し
た
か
た

③
　
産
業
の
開
発
振
興
に
貢
献
し
た

　
か
た

④
　
社
会
事
業
及
び
地
方
民
生
の
安

　
定
に
尽
力
し
た
か
た

⑥⑤⑦
　
保
健
衛
生
に
貢
献
し
た
か
た

・
　
納
税
貯
蓄
に
貢
献
し
た
か
た

　
治
安
の
維
持
並
び
に
水
災
、
火

災
な
ど
の
防
汲
に
て
い
身
し
た
か

た
⑧
　
篤
行
者
で
。
特
に
市
民
の
模
範

　
と
な
る
か
た

⑨
　
そ
の
他
表
彰
を
受
け
る
に
ふ
さ

　
わ
し
い
か
た

　
詳
し
い
こ
と
は
、
秘
書
課
庶
務
係

　
（
電
話
二
三
－
六
〇
〇
九
）
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

ｌ

ｊ

．　｜

●

○
ネ
ズ
ミ
算
と
エ
ビ
算

　
　
「
正
月
に
、
雌
雄
二
匹
の
ネ
ズ
ミ
が
ト
ニ
匹
の

　
子
を
生
み
、
二
月
に
は
親
子
い
ず
れ
も
が
十
二
匹

　
ず
つ
の
子
を
生
む
と
す
る
。
毎
月
こ
の
よ
う
に
し

　
て
十
二
月
に
な
る
と
、
ネ
ズ
ミ
の
数
は
二
七
六
億

。
八
、
二
五
七
万
四
、
四
〇
二
匹
に
達
す
る
」
こ
れ

　
を
ネ
ズ
ミ
算
と
い
う
。
確
か
に
理
論
上
で
は
こ
う

　
な
っ
て
し
ま
う
。

　
　
ネ
ズ
ミ
算
に
柵
坪
す
る
も
の
と
し
て
、
エ
ビ
算

　
な
る
も
の
を
ご
紹
介
し
よ
う
。
「
海
底
の
住
み
か

　
に
、
三
十
匹
い
る
エ
ピ
の
う
ち
、
十
匹
を
取
っ
た

　
と
す
る
。
一
週
間
後
に
同
じ
所
へ
行
っ
て
見
る
と
、

一
二
十
匹
し
か
い
な
い
は
ず
な
の
に
二
十
八
匹
も
い

　
た
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
　
学
校
を
出
て
、
四
月
か
ら
新
た
に
社
会
人
と
な

　
る
若
者
た
ち
は
、
未
知
で
あ
る
社
会
に
対
す
る
漠

　
然
と
し
た
不
安
が
あ
る
と
同
時
に
、
学
校
で
学
ん

　
だ
知
識
や
技
術
を
も
と
に
、
自
分
の
能
力
を
址
大

乙
以
に
発
揮
し
て
、
人
か
ら
認
め
ら
れ
た
い
と
い
う

　
　
　
意
識
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
う
。

　
　
　
　
学
校
で
学
ぶ
こ
と
の
多
く
は
ネ
ズ
ミ
算
に
例
え

て
り
れ
よ
う
。
と
こ
ろ
が
実
社
会
で
生
き
て
く
る
の

は
、
む
し
ろ
エ
ビ
算
的
発
想
で
あ
る
。

　
今
や
世
の
中
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
万
能
峙
代

の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
し
か
し
、
無
条
件
で
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
全
幅
の
信
頼
を
託
す
こ
と
の
危

ｌ

市
　
長

険
性
は
、
多
く
の
小
説
や
映
画
、
あ
る
い
は
実
際

の
事
件
が
証
明
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん

勘
だ
け
に
頼
る
こ
と
の
危
険
性
は
言
を
待
た
な
い
。

　
長
い
間
の
経
験
や
実
績
に
裏
付
け
さ
れ
た
デ
ー

タ
の
活
用
こ
そ
肝
要
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

将
来
の
エ
ビ
の
数
を
推
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
今
年
も
市
職
員
の
採
用
が
決
ま
っ
た
。
中
学
卒

か
ら
大
学
卒
ま
で
、
男
子
二
十
六
名
、
女
子
八
名

の
精
鋭
で
あ
る
。
科
学
的
、
論
理
的
な
こ
と
の
み

を
絶
対
視
せ
ず
に
、
柔
軟
な
頭
脳
を
も
っ
て
市
政

に
あ
た
っ
て
ほ
し
い
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
負
担
を

最
小
限
に
止
め
、
最
大
の
効
果
を
挙
げ
る
べ
く
、

全
体
の
奉
仕
者
で
あ
る
株
式
会
社
岡
崎
市
役
所
の

一
員
と
し
て
の
決
意
を
心
か
ら
期
待
す
る
も
の
で

あ
る
。

▲花と小鳥
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四
月
十
二
日
面
は
、
愛
知
県
議
会
議
員
一

般
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
貴
重
な
一
票
を

む
だ
に
し
な
い
よ
う
、
皆
さ
ん
、
そ
ろ
つ

て
投
票
し
ま
し
よ
う
。

　
投
票
時
間
　
午
前
七
時
～
午
後
六
時

　
投
票
所
一
比
大
力
と
お
り
で
す
　
次
力

投
票
所
で
は
投
票
所
の
場
所
か
変
わ
り
ま

す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
、

　
Ｃ
興
蓮
寺
は
一
乗
寺
に
変
更

　
Ｏ
竜
谷
小
学
校
屋
内
速
効
場
は
竜
谷
学

　
区
市
民
ホ
ー
ム
に
変
史

　
０
　
常
磐
中
学
佼
屋
内
迦
動
場
は
常
磐
小

　
学
校
屋
内
運
動
場
に
変
．
史

　
ご
常
吟
束
小
学
絞
"
l
―
‐
楽
室
は
常
磐
東
小

　
学
校
屋
内
運
動
場
に
変
史

　
投
票
所
人
場
幣
理
与
に
・
足
倣
さ
れ
た
投

燃
所
を
確
か
め
て
お
越
し
く
だ
さ
い

　
常
磐
収
小
学
咬
力
侈
に
仏
に
け
い
、
孔
河

内
町
は
第
郭
投
．
宗
区
と
な
り
ま
し
た
一
前

川
は
第
巧
投
票
区
）

ゝ
一
の
選
挙
に
お
い
て
、
岡
崎
巾
の
投
票

－

所
で
投
票
で
き
る
か
た
は
．
昭
和
四
十
二

年
四
日
ト
三
日
以
前
に
生
ま
れ
、
昭
和
六

ト
ー
．
年
一
月
一
一
日
以
前
に
岡
崎
市
の
住
民

坊
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
、
引
き
続
き
岡
崎

巾
に
叫
匯
し
て
い
る
か
た
で
す

　
岡
崎
巾
の
選
挙
ト
ヘ
名
随
に
ひ
録
さ
れ
て

い
る
か
た
で
、
今
吊
の
一
日
三
日
以
後
に

愛
知
県
内
の
他
市
町
忖
へ
転
出
し
、
現
住

所
地
の
巾
町
村
の
選
挙
人
私
節
に
未
作
録

の
か
た
も
、
転
出
先
の
市
町
忖
長
の
証
明

セ
‥
（
引
き
続
き
愛
知
県
の
区
域
内
に
住
所

を
有
す
る
旨
の
証
明
書
）
を
持
参
す
れ
ば
、

岡
崎
市
に
お
け
る
前
住
所
地
の
投
票
所
で

投
票
で
き
ま
す
．

　
今
年
の
一
日
三
日
以
後
に
岡
崎
巾
へ
転

人
し
た
か
た
は
、
岡
崎
巾
の
選
挙
人
ク
‐
随

に
は
び
録
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
岡
崎

巾
で
は
投
影
で
き
ま
せ
ん
　
た
だ
し
、
覚

知
県
内
の
厄
市
町
忖
を
吽
乍
の
ト
ニ
‐
り
ト

ニ
‐
以
後
に
転
出
し
た
か
た
で
、
前
住
所

地
の
選
挙
人
名
簿
に
が
録
さ
れ
て
い
る
か

た
は
、
岡
崎
市
長
の
証
明
収
‥
（
引
き
続
き

曖
知
県
の

証
明
Ｋ
‥
．
）

ｇ
・
ｌ
ｊ
／
ｉ
．
Ｉ
Ｉ
■
一
一
･
―

＼

^

-

-
f
n
-

区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の

仝
持
参
す
れ
ば
、
転
へ
前
の
他

巾
町
忖
に
お
け
る
前
匯
所
地
の
投
票
所
で

投
票
で
き
ま
す
　
証
明
ｋ
‥
（
引
き
続
き
曖

知
県
の
区
域
内
に
唯
所
を
有
す
る
旨
の
証

明
民
‥
）
の
必
唆
な
か
た
は
、
印
鍬
を
持
っ

て
巾
政
所
市
民
課
７
へ
は
各
支
所
へ
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

午前７時～午後６時

ｊ



Ｉ

　
　
　
証
明
書
の
交
付
は
、
四
月
三
日
か
ら
四

き
月
十
二
日
ま
で
、
市
役
所
市
民
課
と
各
交

ざ
所
で
、
日
曜
日
を
除
き
、
平
日
は
午
前
八

ｶ’お市政だより昭和62年4 Ij 1［1-19

時
三
十
分
か
ら
午
後
丘
時
ま
で
、
Ｌ
曜
日

は
午
前
八
時
三
１
　
分
か
ら
午
後
零
時
三
ト

分
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
投
票
日
の
前
日

は
市
役
所
市
民
課
と
各
女
所
で
、
投
票
‐

は
市
役
所
市
民
課
に
お
い
て
。
午
前
八
時

三
ト
分
か
ら
午
後
に
註
時
ま
で
交
付
し
ま
す

　
投
票
所
人
場
幣
理
券
は
郵
便
は
が
き
で

お
川
け
し
ま
す
。
一
戌
の
郵
便
は
が
き
に

は
二
人
ま
で
の
送
挙
権
が
あ
る
か
た
か
記

技
し
て
あ
り
ま
す
、

　
な
お
、
投
票
所
人
場
幣
理
券
を
紛
夫
し

た
り

選
挙
椛
が
あ
る
か
た
で
投
票
所
入

場
幣
理
券
が
川
か
な
か
っ
た
か
た
は
、
投

票
日
当
日
に
投
票
所
の
受
け
に
申
し
出
れ

ば
投
票
で
き
ま
す
。

　
四
月
十
二
日
間
の
投
票
日
当
日
に
．
仕

事
や
お
産
な
ど
の
た
め
に
投
票
所
へ
行
け

な
い
か
た
は
、
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と

●ｌ

が
で
き
ま
す
。

　
不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間
は
、
四
月

三
日
か
ら
四
月
十
一
日
ま
で
で
す
。

　
該
当
す
る
か
た
は
、
印
鑑
（
投
票
所
入

場
幣
理
券
か
交
付
さ
れ
た
後
は
、
投
票
所

人
場
幣
理
券
と
印
蝋
）
仝
持
っ
て
、
選
挙

竹
理
委
‥
只
会
（
市
役
所
五
階
）
又
は
最
寄

り
の
支
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
『
。

　
受
付
時
間
は
、
晦
‐
午
前
八
時
三
ト
分

か
ら
午
後
片
時
ま
で
で
す
、

　
身
体
の
不
自
山
な
か
た
で
投
票
所
に
末

ら
れ
な
い
か
た
は
、
郵
使
に
よ
る
不
在
片

投
崇
の
制
度
を
ご
刊
川
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
こ
の
制
度
を
利
川
で
き
る
か
た
は
身

休
の
障
Ｉ
の
程
度
に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま

す
の
で
、
市
政
だ
よ
り
三
月
１
　
五
日
号
五

ペ
ー
ジ
）
仝
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
く
わ
し
く
は
選
挙
管
理
委
Ｕ
会

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
開
票
は
四
月
十
二
日
向
午
後
七
時
四
十

五
分
か
ら
六
名
本
町
の
岡
崎
市
体
育
館
で
行

い
ま
す
。
参
観
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
当

日
、
会
場
の
受
付
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
、

区 投票所 投　票　区　の　区　域 区 投票所 投　票　区　の　区　域

１
市役所

玄閔ロビー

十王、菅生、祐金、六地蔵1丁目、島町、唐沢、伝

馬通４丁目、伝馬通５丁目 10
板　屋

稲荷神社
板屋、八帖、八帖北町、中岡崎

２
若宮町

公民館
若宮、朝日、両司、根石中欠、栄町 11

浄誓院

仏教会館

東能見、能見通１丁目、能見中、松本、福寿、元能

見南

３ 中七公民館 東欠、西欠、元欠、東中、中４丁目、中フ丁目 12
愛宕小掌校

屋内運動場
伊賀南１区～伊賀南９区、能見北

４ 地蔵寺
中本町、中５丁目、中天神、中大門、上中、小呂、

南小呂 13
広幡小学校

里内運動場

元能見中、元能見北、伊賀北３区～伊賀北６区、伊

賀北８区、錦町、広幡、柿田、賊北

５ 円頓寺
東曙、曙1丁目、西中、極園１丁目、門前、久右ェ

門、花肖、伝馬通１丁目～伝馬通３丁目 14
県立岡崎西高校

武道鳩

日名中町、日名西北町、日名南町、日名本町､葵町、

末広

６
梅園小学校

屋内運動場

梅園２丁目、梅園３丁目、六供新、稲熊1区～稲熊

５区、三葉台、箱柳
15
井EB西集会所

(八幡宮境内)

井田１区、井田2区、井田６区～井田９区､井田西、

井田新、井田南

７ 一乗寺
東六供､東六供北､六供本､西六供西､西六供北、西六

供南､西六供東､寵田､亀井1-2丁目､西m圓､八幡 16 北部公会堂
井田３区～井田５区、井田iO区、井田11区、伊賀北

１区、伊賀北２区、石神、伊賀新m

８
岡崎公園

体育嬢
康生通東1・2丁目、南康生、康生通西、康生 17

六所神社

斎　飼

宮前、東明大寺北、東明大寺東、東明大寺南、東明

大寺東町1丁目、宮東、吹矢、学校東

９ 城北保育園
連尺通、本町通1丁目～本町通３丁目、材木1丁目

～材木３丁目、魚町、西魚、田町 18 明徳保育園
上明大寺、明大寺本、西明大寺２区､西明大寺3区、

明大寺本町第I町内会
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区 投票所 投　票　区　の　区　域 区 投票所 投　票　区　の　区　域

19
岡崎市

母子寮
久饅輪^区、久後輪2区、明大寺葵 45

常磐小牟校

屋内運動場 滝m、新滝爾J

20
六名小学校

屋内運動場

上六名町、上六S1丁目～上六名3丁目、六SI丁

目～六名3丁目、爾明大寺町 46
常偉業小学校

Ｉ内運動場
安戸、大柳、新居、小丸、蔵次、米河内

21
岡崎市

体育腫ﾛﾋﾞｰ

上六名4丁目、真宮町、六名南1･2丁目、六名本町I区、

六名本町2区、六名東町、六名新町､三崎町､向山町 47
常魯粛小学校
・内運動場

岩中、大井野、板田、田口

22
≪●中9

皿内運勣場

西明大寺1区、南明大寺１区～mm大寺４区、山手

１区～山手３区 48
八十塚

保育園
鴨田1区～鴨田3区

23
竃美丘小半校

厘内還uit

竜美ヶ丘1区、電美ヶ丘2区、竜美ヶ丘三菱社宅、

廟明大寺５区 49
九品院

蕃光寺堂
真伝、楠田４区、鴨田６区、堂前、松橋

24
南中学校

屋内運勣崎

戸崎^区、戸崎2区、戸崎4区、戸崎5区、戸崎元

町、戸崎日mm区 50
大樹寺小学校

屋内運動崎
鴨田7区～鴨田９区、鴨田所町、井ノロ

25
羽根小学校

屋内運助場

羽根北1区～羽根北3区、羽根東山２区、羽根東山

３区、北羽根mm、羽恨東1区～羽根東３区 51
大門小学校

屋内運助鳩

上里1丁目～上里３丁目、大樹寺1区．大樹寺2区、

上大門、中大門、下大門、薮田、大門新田

26
小豆坂小半校
・内運動場

戸崎6区、戸崎７区、小豆坂1区、東山、不吹、美

合五本松１区、美合五本松2区、美合大通 52 百々保冑園
青木、鴨田５区、河原町、寿町、百々1区～百々3

区、百々西町

27 南部公会堂
柱東本1区～柱東本3区､柱東､柱●1区～柱曙6区、針

峰東､若松栄1丁目～若松栄４丁目､針峰日清地区 53
岩潭学区

市民ホーム

東阿知和、西阿知和、東蔵前南、東蔵前北､西蔵削、

岩津、八ツ木、真福寺、岩津天神

26
岡崎小学校

屋内運勣場

羽根西新町、柱卿北、柱郷西、柱郷南、柱廊東、柱

j±1区～柱辻3区．針峰郷、若松 54
恩田学区

市民ホーム
恵田、丹坂、駒立

29
城南小学校

慶内運動場

江口、天白、羽根西1区～羽恨西3区、羽根北新町、

上和田１区、上和田２区、上和田団地、城南町 55
絢n小学校

屋内運勣場
奥山田、細川、北斗台

30
福岡小学校

屋内運勣場

満水、福岡市場、仲町、西八、対屋、玉川、高田．

高須、永井、雪間
56
市瞥住宅

c本s集会所
仁木、仁木団地、仁木川越

31
上地町

第1公民館
上地l区～上地4区、上地６区 57

奥JK小掌校

屋内運動場

桑原、下奥殿、中m殿、上奥殿、渡通津、日影、川

向、宮石

32
±lft･Iヽ*tt

屋内運動崎
若松新町、若松東、上地5区、上地a区、上地g区 58

矢作北'1嘩校
屋内運動場

森越、北野、橋目本、嘱目中、小針

33
男川小学校

講　堂

大平上、大平東、大平下、大平西、大平辻中､丸山、

小美、高隆寺、mm 59
矢作北中学校

屋内置・儡
東大友、西大友、中国、船越、舶越ユニチカ

34
竃災ヶ丘

高榎山公民館
大西１区、大西２区、廟ヶ丘 60

矢作東小掌校

厘内運動場
矢作１区～矢作３区（東レ寮を除＜）

35
美合小学校

慶内運助鳩
岡町、岡２区、保田 61 矢作幼m園 矢作４区、暮戸

36 *I^^民館 美合東本、美合西本、美合生田東、美合生田西 62
矢作五区

公民館
矢作５区、北本郷、矢作3区(東レ震）

37
●立●●大孝枝

遠道館

矣合平地東、美合平地西１区、美合平地西２区、美

合平地中．矣合日清地区 63
矢作素小学校

屋内運動崎

簡針、渡上、渡下、東本郷、大和、新m、富永．東

レ社宅

38
練丘小学校

屋内運動場
美合平地西３区、馬頭 64 鳥坂保育園

東牧内、上佐々木、下佐々木、鳥坂、昭和、石工団

地、肥後原団地

39
秦梨小学校

屋内運動鳩
須淵、オ栗、岩戸、秦梨 65

矢作西小掌校

屋内遭動場
宇頭、西本郷

40
生平小学校

屋内運勣場
槃野、茅原沢、生平、蓬生、古SB、切越 66

中之郷町

公民館
赤渋、中之郷

41
亀谷学区

市民ホーム
竜泉寺、桑谷、宮ノ入 67

六ｯ美W小学校

慶内運動鳩
宮地、井内、法性寺、牧御堂、土井、下和田、野畑

42
藤川小掌校

屋内運動崎
藤川東部、藤川西部、市場、蓑川１区、蓑川2区 66

六ｯ美中!&l吽校

屋内運動場

上青野、下青野、本郷、在家、高橋、上合歓木、下

合歓木、福桶．坂左右．上三ッ木．下三ッ木

43
山中小半校

屋内運動場

舞木1区、青木2IE、羽粟、山綱1区、山爾2区、

池金 69
六ｸﾞ剱ｰ丿孝甘

屋内運勤鳩

安藤､上側､中鳥八幡､中島新町､中鳥本町､中鳥境町、

後塵散、高畑、正S、定国、中村、田正

44
元本宿学区

公民館

本宿町東、本宿町西、本宿町栄、本IS町中、本宿町

緑、本宿棚田、鉢地、上衣文、大幅、顛巣
投票日は４月12日(日)です。

　　　　　　(午前フ時～午後日時)
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鳳　来　教　育　林　「　シ　ヤ　ク　ナ　グ　の　里　」　オ

　
五
十
ト
〕
年
に
オ
ー
‘
プ
ン
し
て
以

来
、
多
く
の
か
た
に
ご
利
川
い
た

だ
い
て
い
る
「
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
県
」

を
、
今
年
も
四
月
一
日
か
ら
開
設

し
ま
す
。

　
所
在
地
　
南
設
楽
郡
鳳
来
町
（
胤

来
湖
上
流
）

　
期
間
　
四
月
一
日
困
～
十
リ
ュ

十
一
日
出

　
利
用
で
き
る
か
た
　
三
人
か
ら

八
人
く
ら
い
の
グ
ル
ー
プ
単
位
で
、

市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
か

た
（
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
、

高
校
生
は
学
佼
の
承
諾
書
が
必
要
）

　
申
込
方
法
　
日
帰
り
、
宿
泊
い

ず
れ
も
刊
川
‐
の
一
遡
間
前
ま
で

に
、
巾
役
所
五
階
の
竹
財
課
財
産

係
へ
印
鑑
持
参
の
ヽ
つ
え
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
　
な
お
、
屯
話
予
約

も
受
け
付
け
て
い
ま
す

　
施
設
使
用
料
　
無
料

　
現
地
に
用
意
し
て
あ
る
も
の

テ
ン
ト
（
六
張
）
、
毛
布
（
一
人

一
政
）
、
飯
ご
う
、
な
べ
、
包
丁
、

ま
な
阪

※
　
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
な
る
べ
く
各
自
で
ご
持
参
く
だ

　
さ
い
。
薪
（
ま
き
）
は
あ
っ
せ

　
ん
し
ま
す
、
テ
ン
ト
の
持
ち
込

　
み
は
禁
止
し
て
い
ま
す
。

お　か　ざ　き

←
フ ン

管財課財産係　昔23－6058

　交通機関・所要時間

一一　鉄遭可簾頁ｺ豊叫経山

　--‥--一一飯川齢三河川合｣駅下軋

徒歩約3時WWi 9kn)

ー一　自酢和5*≪資]岡崎ヵ，

　-■-㎜===　==･ふらり2時間30分{75U凍/

r,高mi由で幻2時川

案内図

　　　　　三.こ･

安名庭躍遍路

私嘔

画引収

岡
崎
へ

雙J.|インター

東京へ

　罵,央翻

丿丿∇(t

罵夏かL
　▲Ｊ

_

I

.

_ ぜ

』
来
占
ノ

一
mi

.1.^万一号岬

飯
田
予
ぺ

／

凛

●ｌ

】

１
広
島
県
指
定
文
化
財
　
革
包
茶
糸
威
二
枚
胴
具
足
（
水
野
勝
成
所
用
）

Ξ鴻武士のやかた家康館 登24－2204

特別展家康と水野勝成’
４月４日～４月24日

　備後福山lO万石を領有し、「鬼日向」と

呼ばれた武将水野勝成は、徳川家康のいY.

こにあたります。この2人のどりもつ縁に

より、福山市と岡崎市は昭和6年に現善都

市提携を結び、以後、文流を深めてまいり

^ した。

　今回の特別展で｀は、両市友好のきっかけ

となった勝成に焦点をあて、菩提寺で｀ある

福山賢島寺に伝わる遺品をはじIめ、粒々の

水野氏ゆかりの優品を展示紹介いたします。

主な展示品　広扁県指定文化財　絹本著色水野勝

成像／広島県指定文化財　紺本苫色水野忠重像／

紋柄威二枚胴認足／オランダ製砂時計
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１
花
井
　
環
さ
ん
（
井
内
町
）
の
作
品

，●

４月の

み

　卯・

　月j

こよ

花ごよみ

ふ　じ

一歓　迎一

誕生石

ダイヤモンド(金剛石)

一清浄･無垢－

１日　新学期

　　　岡崎のさくらまつり

　　　り(～15)

　　　春の緑化まつり

　　　　(～30)

徴
用
者
、
動
員
学
徒
等
）

　
遺
族
の
範
囲
と
請
求
順
位
　
○
幟

没
者
の
死
亡
後
、
幟
没
者
の
兄
第
と

再
婚
し
た
妻
、
又
は
法
律
上
の
婚
姻

を
し
、
氏
を
改
め
な
い
配
偶
者
　
＠

于
　
＠
父
は
　
○
孫
　
＠
阻
父
け

＠
兄
弟
姉
妹
　
Ｏ
戦
没
者
の
死
亡
の

当
時
ま
で
１
年
以
上
戦
没
者
と
生
計

関
係
が
あ
っ
た
３
親
等
内
の
親
族

　
支
給
額
　
三
十
万
円
国
債
で
1
0
年

償
還
　
請
求
手
続
　
市
役
所
援
護
助
成
課

で
請
求
川
紙
の
交
付
を
受
け
、
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
請
求
期
限
　
昭
和
6
3
年
６
月
1
3
日

ま
で
。
な
お
、
請
求
手
続
き
の
お
済

み
の
か
た
に
つ
い
て
、
今
回
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
処
理
に
よ
る
入
力
の
た
め
、

国
債
発
行
が
遅
れ
て
お
り
ま
す
が
、

截
定
が
6
2
年
度
に
な
っ
た
場
八
‥
も
、

6
1
年
度
（
第
１
回
分
）
に
そ
及
し
て
、

償
還
金
が
一
括
支
払
わ
れ
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

家康行列

花まつり

婦人週間

発明の日

郵便週間

天皇誕生日

４日

8日

10日

18日

20日

29日

市
政
だ
よ
り
豊
2
1
－
1
1
1
1

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
、
行
事
案
内

　
　
　
　
　
（
毎
週
Ｕ
曜
日
変
吏
）

保
健
だ
よ
り
容
2
1
－
1
1
1
2

　
休
日
緊
急
当
直
医
、
検
診
の
お
知

ら
せ
、
随
康
一
ロ
メ
モ

　
　
　
　
　
　
（
毎
週
月
曜
日
変
史
）

子
ど
も
の
お
は
な
し
　
萱
１
’
1
1
1
3

　
j
’
Ｊ
Ｊ
・
－
″
’
Ｉ
　
　
　
｛
／
｝

勺
・
．
り

卜
‐
μ
巾
Ｉ

Ｉ
Ｉ

４
月
1
6
日
～
3
0
日

¬

お
田
植
え
観
音
（
富
永
町
）
」

１
村
中
に
悪
い
病
が
は
や
り
、
な

　
か
な
か
田
植
え
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
あ
る
朝
、
村
人
が
田
ん
ぼ
へ
出

　
か
け
る
ｙ
７
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
…
―

心
の
電
話
お
か
ざ
き
　
酋
2
2
’
０
７
８
３

　
小
中
学
生
と
、
そ
の
ほ
護
者
の
か

た
の
悩
み
ご
と
相
談

マ
幼
児
の
育
児
相
談
　
容
芦
1
1
４
5

　
午
前
９
時
～
正
午
ま
で
の
毎
週
水

曜
日

消
防
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
　
豊
2
1
‐
0
1
1
９

　
　
　
－
－
i
1
1
1

る
剽
。
：

2
1
‘
1
1
３
３

戦
没
者
等
の
遺
族
に

対
す
る
（
第
４
回
）

特
別
弔
慰
金
請
求
の

お
済
み
で
な
い
か
た
へ

援
護
助
成
課
援
護
係

　
　
　
　
　
Ｓ
2
3
　
6
1
4
5

　
昭
和
6
0
年
1
0
月
か
ら
、
受
け
付
け

し
て
い
る
分
の
請
求
が
、
お
済
み
で

な
い
か
た
は
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

４
Ｑ
Ｉ
Ｖ　
支
給
対
象
者
　
満
洲
事
変
（
昭
和

６
年
９
月
1
8
日
）
以
後
に
死
亡
し
た

幟
没
者
等
の
遺
族
で
、
昭
和
6
0
年
４

月
１
日
に
お
い
て
、
同
一
の
戦
没
者

等
の
死
亡
に
関
し
遺
族
年
金
、
公
務

扶
助
料
等
の
受
給
者
が
い
な
い
か
た

　
対
象
戦
没
者
等
　
○
満
洲
車
変
以
後

に
公
務
上
死
亡
し
た
軍
人
　
＠
日
華

事
変
（
昭
和
1
2
年
７
月
７
Ｈ
）
以
後

に
公
務
上
又
は
勤
務
に
関
連
し
て
死

亡
し
た
軍
人
、
軍
属
又
は
準
軍
属
（
被

第
1
8
回

岡
崎
航
空
ペ
ー
ジ
Ｔ
‘
ン
ト

‐
－
１

体
育
協
会

―
‐
‐

昔
5
3
　
フ
６
４
４
。

　
日
時
　
５
Ｕ
３
日
頭
　
午
前
1
0
時

　
場
所
　
巾
内
八
帖
町
…
：
＜
;
£
＝
川
左
岸

八
帖
滑
空
場

　
内
容
　
○
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
展
示

＠
ク
ラ
ブ
会
‥
貝
の
滑
空
競
技
　
＠
一

般
市
民
の
グ
ラ
イ
ダ
ー
体
験
飛
行
（
2
0

名
）
体
験
飛
行
を
さ
れ
た
い
か
た
は
、

中
学
生
以
Ｌ
と
し
ま
す
。

　
申
込
期
限
　
４
月
1
9
日
（
消
印
有
効
）

　
申
込
み
　
往
復
ハ
が
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
又
は
学

咬
名
を
記
人
し
て
、
〒
…
ｍ
　
巾
内
六

名
本
町
七
驀
地
　
岡
崎
市
休
育
館
内

休
育
協
会
　
航
空
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
係

あ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
　
申
込
者
多
数
の
場
八
‐
は
抽
選
と

　
し
ま
す
。

｜

ｌ
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●ｌ
受
講
は
で
き
ま
す
が
内
容
は
同
じ
）

　
申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
Ｏ
受

講
希
望
日
　
＠
受
講
希
望
ク
ラ
ス

＠
住
所
　
０
氏
々
Ｊ
‥
　
＠
電
話
番
号

＠
年
齢
　
＠
性
別
　
＠
経
験
年
数
を

明
記
し
て
、
４
月
2
0
日
ま
で
に
　
〒

川
　
市
内
六
々
Ｊ
‥
本
町
七
番
地
　
岡
崎

市
体
青
館
内
　
硬
式
テ
ニ
ス
教
案
係

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
　
岡
崎
テ
ニ
ス
協
会
・
吉

田
（
S
2
2
‐
‐
・
2
5
6
7
）

※
　
申
込
者
多
数
の
場
八
‥
は
抽
選
と

　
し
ま
す
、
（
八
日
否
に
か
か
わ
ら
ず

　
通
知
し
ま
す
）

１

円
、
国
公
立
の
高
校
・
高
ガ
ー
川
船

三
千
円
　
私
立
の
高
校
・
高
専
＝
月

額
五
千
円

　
申
請
期
間
　
４
月
1
5
日
印
～
４
‐
-
≪

3
0
日
印
（
日
曜
・
祭
日
は
除
く
）

※
　
巾
詰
書
は
、
４
月
１
日
附
か
ら

　
教
育
委
‥
只
会
庶
務
課
で
交
付
し
ま

　
す
、

　
審
査
と
決
定
通
知
　
奨
学
金
支
綸

審
査
委
員
会
で
審
査
。
決
定
し
、
４
　

人
へ
通
知
し
ま
す
、

　
そ
の
他
　
こ
の
奨
学
金
は
、
穴
与

で
は
な
く
、
支
綸
さ
れ
る
も
の
で
、

返
済
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

卒
業
後
の
就
職
、
進
学
な
ど
に
つ
い
て

は
、
な
ん
ら
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
、

研
究
セ
ン
タ
ー
愛
知
県
支
部

　
そ
の
他
　
受
験
噸
書
は
、
消
防
本

部
予
防
課
、
消
防
署
各
署
所
及
び
西

三
河
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

帛
塵
闇
ち

　
日
時
　
５
月
1
0
日
向
　
午
前
９
時

　
場
所
　
消
防
本
部
３
階
講
堂

　
受
講
料
　
二
千
五
ａ
円

　
申
込
先
　
消
防
本
部
干
防
課
及
び

消
防
習
各
署
所

墓
地
利
用
希
望
の

か
た
へ
ご
案
内

ｉ
－
ｉ
『
　
　
‐
‐
‐
―
―
－

　
岡
崎
市
墓
園
管
理
事
務
所登
4
6
　
３
２
６
０

　
墓
地
の
型
状
　
４
則
～
墓
地
（
間
口

口
メ
ー
ト
ル
・
奥
行
ロ
メ
ー
ト
ル
）

　
永
代
使
用
料
　
十
四
万
八
千
円

　
公
募
区
画
数
　
3
　
1
7
区
画
（
申
込
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

　
申
込
の
要
件
　
１
世
帯
１
区
画
限

り
と
し
、
３
年
以
内
に
墳
墓
の
設
置

を
計
画
し
て
い
る
か
た

　
申
込
方
法
　
菜
園
管
理
事
務
で
受

け
付
け
ま
す
の
で
、
認
印
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
、

　
申
込
期
限
　
４
月
2
0
日
叫

　
利
用
箇
所
決
定
日
　
４
月
2
7
日
間

（
墓
地
番
号
の
決
定
は
抽
選
）

新
規
就
職
者

　
　
　
激
励

ｌ
・
‐
‐
‐
‐
1
1
1
‐

商
工
労
政
課
労
政
係

　
　
　
　
　
ａ
2
3

心
:Za

6
3
5
1

　
日
時
　
５
月
1
0
日
間
　
午
前
1
0
時

　
会
場
　
岡
崎
商
工
会
議
所

　
対
象
　
6
2
年
３
月
学
院
卒
業
の
新

規
就
職
者

　
内
容
　
式
典
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

参
加
者
全
員
に
記
念
品
を
贈
呈
、

　
参
加
者
　
無
料

　
申
込
み
、
問
合
わ
せ
先
　
商
工
労

政
課
労
政
係
2
3
1
6
3
5
1

采
喬
潔
）

　
奨
学
生
募
集

ｉ

教
育
委
員
会
庶
務
課

　
　
　
　
　
　
容
2
3
　
６
４
1
９

―
－
・

　
資
格
及
び
条
件
　
○
岡
崎
市
内
に

３
年
以
上
住
ん
で
い
る
か
た
の
子
女

＠
奨
学
金
を
申
請
さ
れ
る
時
点
に
お

い
て
、
高
校
・
高
専
、
大
学
に
合
格

又
は
入
学
し
て
い
る
か
た
　
＠
修
学

の
意
志
が
強
固
な
か
た
　
○
日
本
育

英
会
の
奨
学
金
、
そ
の
他
の
奨
学
金

の
予
約
決
定
又
は
支
給
を
受
け
て
い

な
い
か
た

　
募
集
人
員
　
大
学
＝
1
2
名
　
高
校
・

高
専
＝
２
　
１
名

　
奨
学
金
の
額
　
国
公
立
大
学
６
月

額
六
千
円
　
私
立
大
学
１
月
額
八
千

危
険
物
取
扱
者
試
験

－
　
‐
１
１
－

消
防
本
部
予
防
課

容
2
1
‐
５

５

ｊ

　
試
験
日
　
５
月
2
4
日
間

　
試
験
場
所
　
名
古
屋
竃
気
通
信
工

学
院
（
名
古
屋
市
熱
田
区
神
宮
四
丁

目
七
ノ
ニ
コ

　
試
験
の
種
類
　
○
乙
種
第
４
類
危

険
物
取
扱
者
試
験
　
＠
丙
睡
危
険
物

取
扱
者
試
験

　
願
書
受
付
期
間
　
４
月
８
日
俐
～

４
月
2
7
日
間
（
当
日
消
印
可
）

　
願
書
提
出
先
　
〒
4
6
0
　
名
古
屋
市

中
区
丸
の
内
三
丁
目
一
ノ
六
　
愛
知
県

産
業
貿
易
館
西
館
８
階
　
鮪
消
防
試
験

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

生
徒
募
集

―
‐
‐
＝
　
‐
Ｉ

体
育
協
会

き
5
3
　
7
６
4
4

　
日
時
　
５
月
９
日
出
・
1
0
日
剛

午
前
９
時
3
0
分
～
午
後
４
時

　
場
所
　
岡
崎
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　
募
集
人
員
　
初
心
・
初
級
者
3
0
名

中
級
・
上
級
者
3
0
名

　
指
導
　
岡
崎
テ
ニ
ス
協
会

　
受
講
料
　
一
日
二
千
円
（
両
日
共
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お知らせ㎜
●

岡
崎
市
就
学
奨
励
金

を
支
給
し
ま
す

福
祉
課
障
害
係

　
　
　
　
　
S
2
3
‐
６
1
5
4

・●
つ
支
給
）

　
申
請
に
必
要
な
も
の
　
○
児
童
、

生
徒
の
在
学
証
明
書
　
＠
奨
励
金
の

振
込
み
を
希
望
す
る
金
融
機
関
名
、
名

儀
、
口
座
番
号
な
ど
の
確
認
で
き
る
も

の
（
保
護
者
の
銀
行
預
金
通
帳
な
ど
）

＠
印
鑑

‐
－
‐

手
話
講
習
会

岡
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
酋
2
3
－
８
7
０
5

所
　
＠
氏
名
　
＠
年
齢
　
○
電
話
番

号
を
記
入
し
　
〒
…
ｍ
　
市
内
朝
日
町
三

ノ
十
七
　
岡
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
お
巾
し
込

み
く
だ
さ
い
。

公1
　　　　　－

岡
崎
山
草
展

園
緑
地
課
管
理
係

　
　
　
　
酋
2
3

6
2
5
7

　一一
　粗４
　大月
　ゴ後篇卵

池使の用

|

収済
集み.｡.

　
各
町
で
き
め
ら
れ
た
机
大
ゴ
ミ
持

ち
寄
り
場
所
へ
収
集
日
の
午
前
８
時

3
0
分
ま
で
に
持
ち
出
し
て
く
だ
さ
い
。

30
日

印

28
日

(知

27
日

川

25
日

巾

24
日

(勿

23
日

困

22
日

('10

21
日

㈹

20
日

(II)

18
日

川

17
日

{匍

16
日

(ね

収

集
日

昌

賢

　素

　な

７

！

霞

１

藤
川
東

部

西

部

r|j
場

１明危
・大笑

2 かヶ
区5 IT:
　区三

　　｀菱

　屯杜
　美宅

　ヶ｀
　丘南

人

内
１

２
区

南

ケ
If.

.1゛1iV.リ

バ

　゛111゛
　叉

淵蓬喫
　｀生野

岩｀｀

戸占茅
　･ 部liK
才｀沢

栗り ｀

　｀越咀
秦｀･ﾄﾞ

梨填｀

小

美

国
町

傑
n

地英美

区n r
I

　平五

　地本

　末松

　　■ 1

　美・

　今C
　日区

　il'f

馬

頭

大区美

ill) ｀合

　美平

　合地

　平内

　地１

　中・

　　｀2

　笑・

　11 -5

隷

録

■'リ

窟

索

収

集

町

名

※
　
乾
電
池
は
、
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の
透
明

　
な
袋
に
入
れ
て
お
出
し
く
だ
さ
い
。

　
学
校
教
育
法
に
定
め
る
盲
学
校
、

ろ
う
学
校
・
養
護
学
校
に
就
学
す
る

児
童
又
は
生
徒
の
み
な
さ
ん
に
就
学

奨
励
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
保
護
者
の

か
た
は
、
次
の
と
お
り
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
期
間
　
４
月
１
日
か
ら

　
受
付
場
所
　
福
祉
課
障
害
係

　
就
学
奨
励
金
の
額
　
月
額
千
円

（
９
月
と
３
月
に
、
各
６
ヵ
月
分
ず

　
期
間
　
４
月
1
8
日
出
1
2
1
日
出

午
前
９
時
～
午
後
７
時

　
場
所
　
竃
田
公
園

　
な
お
、
４
月
1
9
日
向
は
午
前
1
0
時

か
ら
先
着
2
0
0
名
の
か
た
に
、
山
草
の

無
料
配
布
を
い
た
し
ま
す
。

ｌ

　
期
間
　
５
月
９
日
～
７
月
４
日

毎
辺
土
曜
日
　
午
後
７
時
～
９
時

　
場
所
　
連
尺
学
区
市
民
ホ
ー
ム

　
募
集
人
員
　
4
0
名
（
先
着
順
）

　
申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
○
住

献血に　　　　　　ｚ゜mJi"

ご協力ぐださい　

|

　　　岡崎地区献血推進協議会

　　　事務局援護助成課援護係酋23-6145
〔4月の献血日程〕

日(曜) 時　間 場　　所 主　　催

４日巾
午前lO時=

守後m物介

岡崎公ぐ＼

化時計前

岡崎地区

献血推進＼乱議会

ヤマナ　カ

羽　唄　心

５日剛
午liijlO時

守旧時郭分
地　Ⅲ　公園

8 I]('lc)
乍|削(iii,‘

~'＼--後峙
i!.'立川崎病院

l |衣勿
午ijil9叶

~午後3時
岡崎･|j役川

岡崎巾’役叫

収口献ifiL 会

11 i-.i巾
午

守

iijio時

む収介

岡崎公園

花叶計前

河崎地区

欧血推進協議会

14日出
午前９時

ヽ'r-後時
岡崎問屋団地

岡崎間屋団地

献　血　会

1≪日巾
午IJiflO峙

守馴細分
セルビ西広増

岡崎地区

献血推巡協議会

22日印
午前10時

~'iﾆ後3時
巾立岡崎病院

25日巾
-'F

守

狗m時

蜂細分

サンプラザ

稲　，熊　店

29 1:1吻
'f-i加O時

守脚陶助

岡崎公閥

叱峙計前

S月

２日巾

午

守

iijio時

mm アオイ・プラザ
岡崎地区

献血雛巡|島議会

３日向
午前i時

ヽ乍後3時

川崎公園

佗峙計前
大坪教目川崎｝

５日(茄
　午

　守

-

iijio時

お時3吻
-

束　公　園

北側駐･j(場

岡崎地区

献血推進協議会
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一一
春の防犯運動(4W蕩ヨ萌）

●車両盗難にご注意を
●空き巣に、ご用心

岡崎警察署
酋51－5611

―

聴
覚
障
害
者
の
か
た
に

「
電
話
お
願
い
手
帳
Ｌ
を

無
料
で
差
し
あ
げ
ま
す

福
祉
課
障
害
係

　
　
　
　
　
　
容
2
3
；
‐
６
1
5
４

●・
1
0
時
3
0
分
か
ら
、
中
火
カ
ル
千
ヤ
ー

ホ
ー
ム
で
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
受

溝
料
を
お
持
ち
の
う
え
、
ご
来
場
く

だ
さ
い
。
受
付
開
始
時
ま
で
に
、
定
員

を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選
で
決
定
し

ま
す
。
な
お
、
受
け
開
始
以
後
は
、

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

¬

･　　-

－
・

岡
崎
勤
労
福
祉
会
館

　
　
受
講
生
の
募
集

　
　
１
‐
―

岡
崎
勤
労
福
祉
会
館

　
　
　
a
5
3
‐

1

1

5

1

園　　　　　芸
　　(盆　栽)

中部盆栽組合謡師

大樹園

　　鈴木　　亨

1-11回

第3日咆日

　　　目'li

liヵ川分5.40D

テキスト代別

日　　本　　画
創画会

　　黒田年子

月2回

第1・３木曜日
柵li分5,7DD

書　　　　道
日展会友石奇主宰
　（仕）中日書流会
評議員・審-&n
　　石川小歩

月4 回

毎週金曜日

3ヵ川'/>8,700

テキスト代別

女性体力つくり
体育指導者

　　中尾みつる

FI4回

毎週金曜日

:sヵII分8,4Q0

スポーツ傷害

保険別

id 久･み^ y f ^eiiiiiti！Vi'’豪　各教室とも午前IO時から

ｌ　　ｌ
　　　　｜

】

）
度
障
害
者
の
か
た
に

「
タ
ク
シ
ー
料
金
Ｌ
を

助
成
し
ま
す

福
祉
課
障
害
係

　
　
　
　
　
豊
2
3
　
６
1
５
４

と
な
ら
れ
た
か
た
は
、
―
力
月
２
枚

の
割
合
で
お
渡
し
し
ま
す
）

軽
自
動
車
税
の

納
期
が
か
わ
り
ま
す

市
民
税
課
諸
税
課

　
　
　
　
　
豊
2
3
－
6
０
７
５

　
重
度
の
心
身
障
害
者
の
か
た
が
、

通
院
や
買
い
物
な
ど
で
外
出
さ
れ
る

と
き
の
便
宜
を
図
る
た
め
、
タ
ク
シ

ー
料
金
の
１
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
対
象
者
　
市
内
に
住
所
を
有
し
１

級
又
は
２
級
の
身
体
障
害
者
手
帳
か

Ａ
判
定
の
療
育
手
帳
を
所
持
し
て
い

る
か
た
で
、
自
動
車
税
、
軽
自
動
車

税
の
減
免
か
受
け
て
い
な
い
か
た
（
た

だ
し
、
身
体
障
害
、
精
神
蒔
弱
、
老

人
、
児
童
な
ど
の
施
設
に
人
所
中
の

場
合
は
、
入
所
直
前
の
住
所
が
市
内

の
か
た
に
限
り
ま
す
）

　
申
請
方
法
　
身
休
障
害
者
手
帳
又

は
療
育
手
帳
と
印
鑑
を
ご
持
参
の
う

え
、
福
祉
課
障
害
係
ま
で
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

　
利
用
方
法
　
市
内
の
タ
ク
シ
ー
が

利
用
で
き
、
身
体
障
害
者
手
帳
又
は

療
育
手
帳
を
乗
務
員
に
提
示
し
、
利

用
券
１
枚
を
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
助
成
額
　
１
回
の
乗
車
に
つ
き
中

型
タ
ク
シ
ー
の
初
乗
り
料
金
と
お
迎

え
の
あ
っ
た
と
き
は
、
回
送
料
金
と

し
、
年
2
4
枚
の
利
用
券
を
お
渡
し
し

ま
す
。
（
年
度
途
中
で
受
給
資
格
者

　
対
象
者
　
聴
覚
障
害
者

　
申
出
期
間
　
４
月
１
日
～
６
月
3
0
日

※
　
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
ご
了
承
く
だ
さ
い
、

　
日
程
（
時
間
は
、
各
回
と
も
午
後

１
時
3
0
分
～
３
時
3
0
分
）

５ ４ ３ ２ １ｌ
6

14

６

７

5

31

－D

24

4

26

月

日

日 日 日 日 日 曜

かえ

る
－
押
絵－

人

張

予

手

ま

り

作

品

名

　
場
所
　
中
央
カ
ル
チ
ャ
ー
ホ
ー
ム

（
岡
崎
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
３
階
）

　
指
導
者
　
加
藤
芳
富
美
氏

　
受
講
料
　
教
材
費
一
万
百
円

　
募
集
人
員
　
3
0
名

　
対
象
者
　
市
内
に
在
住
、
在
勤
す

る
か
た

　
申
込
方
法
　
４
月
1
2
日
剛
　
午
前

　
市
税
条
例
の
改
正
に
よ
り
、
昭
和

6
2
年
度
か
ら
オ
ー
ト
バ
イ
・
軽
自
動
車
・

ト
ラ
ク
タ
ー
・
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど

に
課
税
さ
れ
る
軽
自
動
車
税
の
納
期
が

５
月
1
6
日
か
ら
５
月
3
1
日
と
な
り
ま
す
。

　
（
昭
和
6
2
年
度
の
納
期
限
は
　
５
月
3
1

日
が
日
曜
日
で
す
の
で
６
月
１
日
）

　
昨
年
ま
で
４
月
1
5
日
頃
郵
送
さ
れ

て
い
た
納
税
通
知
書
は
、
５
月
1
6
口

頃
お
手
も
と
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。

軽
自
動
車
税
の
納
期

変
更
に
伴
う
車
検
用

納
税
証
明
書
に
つ
い

　
て

Ｉ収
納
課
・

（
お
願
い
）

課
a
2
3
‐
６
ｔ
1
5

1
－
　
Ｉ
Ｌ
　
ｒ
ｒ

　
昭
和
6
2
年
度
に
限
り
４
月
3
0
日
か

ら
５
月
3
0
日
ま
で
に
軽
自
動
車
・
自

動
二
輪
の
車
検
を
受
け
る
か
た
は
、

昭
和
6
1
年
度
の
納
税
通
知
書
に
つ
い

て
い
る
納
税
証
明
書
は
使
用
で
き
ま

せ
ん
。

　
有
効
期
限
が
昭
和
6
2
年
５
月
3
0
日

の
証
明
書
の
交
付
を
市
役
所
収
納
課

又
は
支
所
で
、
受
け
て
く
だ
さ
い
。
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三
河
湾

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ｌ
ｌ
－
－
－
ｌ
ｌ
―
―
　
ｉ

　
愛
知
県
道
路
公
社
　
　
　
　
　
　
．

ａ
（
０
５
２
）
9
6
1
　
1
6
2
1

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
■
－

　
日
時
　
５
月
2
4
日
向

　
場
所
　
三
河
湾
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
（
遠

望
峰
、
桑
谷
両
駐
車
場
）

　
記
念
行
事

　
・
記
念
植
田
　
午
前
ｍ
一
時
～
　
先

　
　
着
1
0
0
タ
‥

　
・
も
ち
つ
き
　
午
前
Ｈ
時
、
正
午

　
　
午
後
１
時
・
２
時
の
４
回

　
・
宝
さ
が
し
　
午
後
１
時
～
２
時

　
・
将
棋
　
午
前
1
0
時
～
午
後
３
時

　
・
風
船
釣
り
　
午
前
Ｈ
時
～

　
・
ス
ゴ
ロ
ク
　
午
前
1
0
時
・
午
後

，●

　
１
時
の
２
回

・
阻
投
げ
　
午
後
１
時

・
親
子
工
作
　
午
前
1
0
時
～
午
後

　
３
時
（
竹
馬
、
凧
作
り
な
ど
）

・
大
声
大
会
　
午
前
1
0
時
Ｉ
午
後

　
３
時

・
動
物
ぬ
い
ぐ
る
み
　
午
前
1
0
時

　
～
午
後
３
時

前
1
0
時
～
正
午
　
診
断
＝
午
後
１
時

Ｉ
３
時
　
哺
装
具
相
談
＝
‥
午
前
1
0
時

～
午
後
３
時

　
場
所
　
福
祉
の
村
友
愛
の
家

　
申
込
み
　
あ
ら
か
じ
め
係
へ
電
話

で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
当
日
の
受

け
付
け
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
　
診
断
は
午
後
に
な
り
ま
す
の
で

　
佳
食
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
交
通
傷
害
保
険
に

加
入
し
ま
し
よ
う

公
害
交
通
課
庶
務
係

　
　
　
　
　
　
萱
2
3
　
６
3
４
0

　
お
早
め
に
加
入
手
続
き
を
／

　
今
、
皆
さ
ん
が
加
入
さ
れ
て
い
る

市
民
交
迦
傷
害
保
険
は
4
U
3
0
日
で

満
期
に
な
り
ま
す
。

　
今
年
も
引
き
続
き
加
入
受
付
け
を

行
い
ま
す
の
で
、
家
族
全
員
の
加
入

を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

　
保
険
料
　
―
人
四
百
八
十
円
、
た

だ
し
、
次
の
か
た
は
半
額
で
す
。
●

満
7
0
歳
以
上
の
か
た
（
大
正
６
年
５

‐
月
２
日
以
前
に
生
れ
た
か
た
）
●
生

活
保
護
世
帯
●
身
休
障
害
者
手
帳
所

持
者
●
療
育
手
帳
所
持
者
●
岡
崎
市

遺
児
手
当
受
給
児

　
保
険
金
　
五
千
円
か
ら
最
高
百
万

円
ま
で
の
1
0
区
分
の
保
障
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

　
保
険
期
間
　
昭
和
6
2
年
５
月
１
日

Ｉ
昭
和
6
3
年
４
月
3
0
日

　
申
込
み
方
法
　
町
内
会
を
通
じ
各

家
庭
に
申
込
書
が
配
布
さ
れ
ま
す
。

加
入
申
込
書
に
保
険
料
を
添
え
て
、

各
町
の
総
代
、
市
役
所
公
害
交
通
課

又
は
、
も
よ
り
の
支
所
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
幼
碓
園
児
、
保
青
園

児
に
つ
い
て
は
各
園
で
も
受
け
付
け

ま
す
。

身
体
障
害
者

　
巡
回
相
談

福
祉
課
障
害
係
　
　
－
　
－
－
－
－
－

　
　
　
　
　
　
ａ
2
3
　
６
1
5
4

　
相
談
科
目
　
整
形
外
科
・
眼
科
・

耳
Ｑ
咽
喉
叫

　
内
容
　
身
休
障
害
者
于
帳
交
け
に

関
す
る
医
学
的
判
定
と
仙
装
輿
相
談

　
日
時
　
４
月
2
8
日
陶
　
受
付
ａ
午

「
ち
ぎ
り
絵
と

　
リ
サ
イ
ク
ル
工
芸
Ｌ

　
　
　
講
　
習
　
会

中
央
カ
ル
チ
ャ
１
　
－
劃
ド
ム

　
　
　
　
　
　
Ｓ
2
4
　
4
1
０
0

　
日
時
　
4
U
2
6
日
向
、
５
‐
り
1
0
日

向
（
２
回
）
　
午
前
1
0
時
～
正
午

　
場
所
　
中
火
カ
ル
チ
ャ
ー
ホ
ー
ム

　
（
岡
崎
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
３
階
）

　
指
導
者
　
片
岡
智
江
氏

　
受
講
料
　
教
材
費
千
二
百
円

　
募
集
人
員
　
3
0
々
Ｊ
‥

　
対
象
者
　
小
内
に
在
院
、
在
勤
す

る
か
た

　
申
込
方
法
　
４
川
1
2
日
向
　
午
前

1
0
峙
3
0
分
か
ら
、
中
火
カ
ル
チ
ャ
ー

ホ
ー
ム
で
受
け
付
け
ま
す
の
で
、

受
講
料
を
お
持
ち
の
う
え
、
ご
来
場

く
だ
さ
い
、
受
付
開
始
時
ま
で
に
、

定
Ｕ
を
超
え
た
場
八
‥
は
、
抽
選
で
決

定
し
ま
す
。

※
　
受
付
開
始
以
後
は
、
定
貝
に
な

　
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
、ｌ
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●ｌ
　
電
車
の
色
・
ア
ザ
イ
ン

　
応
募
資
格
　
市
内
の
小
・
中
学
生

　
（
小
学
生
は
五
・
六
年
生
に
限
る
）

　
応
募
方
法
　
各
学
校
に
用
意
し
て

あ
る
応
募
用
紙
に
記
入
し
て
く
だ
さ

Ｉ
Ｃ
ｔ
Ｖ
０
幽
門
）

　
応
募
資
格
　
市
内
在
住
又
は
通
勤
・

通
学
を
し
て
い
る
か
た

　
応
募
方
法
　
応
募
用
紙
１
枚
に
Ｉ

作
と
し
て
、
社
章
の
意
味
を
か
い
て

く
だ
さ
い
。
（
応
募
用
紙
は
、
県
民

サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
に
あ
り
ま
す
）

　
締
切
り
　
４
月
3
0
日

※
　
優
秀
作
品
に
は
、
賞
状
と
副
賞

　
を
噌
り
ま
す
。

，･･ ■≫

・
返
済
で
き
る
見
込
み
の
あ
る
か
た

・
過
去
に
こ
の
資
金
の
貸
し
付
け
を

受
け
た
こ
と
の
な
い
か
た

※
　
以
上
の
条
件
の
全
て
に
あ
て
は

　
ま
る
か
た

　
対
象
に
な
る
工
事
　
貸
し
付
け
決

定
時
か
ら
３
ヵ
月
以
内
に
着
手
ぺ
瓦
ヽ
、

１
年
以
内
に
完
了
可
能
な
工
事

　
貸
付
限
度
額
　
二
百
万
円

　
利
率
　
年
３
パ
ー
セ
ン
ト

　
返
済
期
間
　
1
0
年
以
内

　
返
済
方
法
　
牛
年
ご
と
の
元
利
均

等
払
い

　
連
帯
保
証
人
　
２
名
（
県
内
に
引

続
き
６
ヵ
月
以
上
住
所
を
有
し
、
椙

当
の
資
産
又
は
収
人
が
あ
り
独
立
の

生
計
を
営
ん
で
い
る
か
た
）

　
申
請
の
受
付
　
４
月
１
日
か
ら
3
0

日
ま
で
に
（
柵
祉
課
包
人
係
へ
）

ご
寄
付
・
ご
寄
贈
を

　
あ
り
が
と
う

　
ご
ざ
い
ま
し
た

(敬称略)

▼
武
田
機
工
㈱
▼
㈱
青
木
建
設
名
古

屋
支
店
▼
㈱
川
瀬
竃
気
工
業
所
▼
三

土
会
▼
㈱
ト
ヨ
タ
冠
婚
非
祭
互
助
会

岡
崎
高
砂
殿
▼
岡
崎
女
子
短
期
大
学

第
2
1
回
大
学
祭
実
行
委
員
会
▼
高
坂

保
育
園
母
の
会
▼
竜
谷
学
区
諸
団
体

後
援
会
▼
大
樹
寺
保
育
園
母
の
会
▼

㈹
中
部
善
意
銀
行
▼
6
1
年
度
葵
中
学

校
創
立
4
0
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員

会
▼
鈴
木
祐
男
▼
6
1
年
度
竜
海
中
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
梅
園
学
区
子
ど
も
会
育

成
者
連
絡
協
議
会
▼
岡
崎
中
央
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
▼
6
1
年
度
三
島
小
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
6
1
年
度
矢
作
北
中
学
校

卒
業
生
保
護
者
会
▼
伊
奈
峰
一
▼
筒

井
弘
▼
6
1
年
度
福
岡
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

▼
6
1
年
度
福
岡
中
学
校
卒
業
生
保
護

者
一
同
▼
6
1
年
度
六
名
小
学
悛
卒
業

生
保
護
者
一
同
▼
6
1
年
度
甲
山
中
学

校
卒
業
生
保
護
者
▼
岡
崎
リ
ト
ル
シ

ニ
ア
野
球
協
会
▼
玄
々
斎
宗
室
顕
彰

会
▼
飯
川
木
材
㈱
▼
日
本
田
土
開
発

㈱
名
占
屋
支
店
▼
㈱
大
本
組
名
古
屋

支
店
　
・
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

▼
石
井
修
平
▼
中
根
隆
司
▼
岡
崎
工

業
鳥
等
学
院
▼
中
部
サ
ン
ク
リ
ー
ン

▼
岡
崎
市
斎
場諮

″″
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
χ

１ 岡崎市の人□ １
昭和62年３月1 日現在

　男　144､185人　250人増

　女146,176人　165人増

　計290,361人　415人増

世帯数87,504世帯144世帯増

初
級
者
卓
球
教
室

体
育
協
会

日

程

９
‐
月
４
日

昔
5
3
　
フ
６
４
４

５
月
１
日
Ｉ
７
月
1
7
日

～
1
2
月
１
１
日
（
毎
週
金
曜

日
　
午
前
1
0
時
～
正
午
）

　
参
加
資
格
　
市
内
在
住
の
か
た

　
募
集
人
員
　
5
0
々
ｎ

　
参
加
料
　
一
万
三
１
円
（
陽
害
保

険
料
を
含
む
）

　
場
所
　
岡
崎
市
休
育
館

　
申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
、
唯

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
竃
話
番

号
を
明
記
し
て
。
〒
川
　
市
内
六
名

本
町
七
番
地
　
岡
崎
市
休
育
協
会

卓
球
教
室
係
あ
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　
申
込
期
限
　
４
月
2
0
日
叫

　
問
い
合
せ
先
　
神
谷
新
三
（
豊
5
2

9
4
1
7
）

老
人
住
宅

　
　
整
備
資
金
の

　
　
　
　
貸
し
付
け

－
・
福
祉
課
老
人
係

　
　
　
　
　
容
2
3

　
　
　
　
　
　
－

６
１
－
４
７

　
お
年
寄
り
の
専
用
居
室
、
浴
室
な

ど
を
増
築
、
改
築
又
は
改
造
（
新
築
は

対
象
外
）
す
る
た
め
に
必
要
な
資
金

を
お
貸
し
し
ま
す
。

　
貸
付
申
請
の
で
き
る
か
た

・
市
内
に
住
所
を
有
し
、
建
築
後
１

年
を
経
過
し
て
い
る
家
屋
に
お
住
ま

い
の
か
た

・
6
0
歳
以
上
の
か
た
と
同
居
し
て
い

る
か
、
あ
る
い
は
工
事
完
了
後
１
ヵ

月
以
内
に
同
居
で
き
る
か
た

岡
多
線
が

愛
知
環
状
鉄
道
に

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す

企
画
課
企
画
係

昔
2
3
　
６
０
3
０

　
広
が
る
夢
を
つ
な
い
で
走
る
愛
知

環
状
鉄
道
の
電
車
の
色
、
デ
ザ
イ
ン

と
会
社
の
社
章
を
募
集
し
ま
す
。

　
募
集
要
領
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－
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Ｄ
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C
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Ｏ
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１

月

.12:30-

U:0ト

u:3f~＼

13:

13

II:00ヽ

11:叫

13:00｀

楽しさギッジμわくわくドキドキ

毎日愉快な砲トピTo

　　　1　

ぶ4iy》ｻﾞﾌﾞ

NHKおかあさんといっしょ
にこにこぷんショー

●出演じゃじゃまる･ぴっころ･ぽろり

CBC公開録圃　　　●司会天才クイズ　斉藤ゆう子

ゆかりのまち伝統芸能

‐茅ヶ-n市－

CBC公開舅百
歌で見せます／葵博

●ゲスト
芳本美代子･山瀬まみ･酒井法子。

20

１
－
９
Ｌ

ｎ
ｒ
』

ｎ
．
ｒ
』

ｑ
‥
｝

ｃ
ｕ

¶毘留む摺男瀧　　&
FM愛知公開鋒音サウンド･オン･セレクション

●ta演　　●ゲスト
森祐子ケント･デリカット他

１愛知県下to数大字によるバンド演妻
ミュージックフェスティバル･87

●ゲスト
ザ･グッバイ(48)

健康フェスティバル

●出演エアロビクス･ジャズダンスエクササイズ他

伝統芸能特集①

東海テレビ公開紳・
決定／カラオケ花のグランプリ

●司会　　　　　●ゲスト　　●審査委員長
三遊亭楽太郎小林幸子中村泰士

岡崎市民フェスティバル

ＡＯＩイベント

落語

●出演三遊亭円丈

漫才

●til演伊藤かおる･涙恋笑隊

東海ラジオ生中継ぶっつけワイド

●司会松原敬生･蟹江篤子

●ゲスト日野美歌･葵司朗･原田悠里

伝統芸能特集②

伝統芸能特集③

ＮＴＴ子供コ

サミット

●ゲスト綱浜直子他

ミュニケーション

・編集と発行

４

ｒ
n
c
ｖ
」

ｎ
Ｏ
ｐ
」

７９
Ｌ

ｎ
Ｏ９

１
　
　

Ｏ
ｕ

ｎ
．
ｒ
」

30

0
0
　
　
　
3
0
　
　
　
0
0
　
　
　
訃
　
　
ｔ
　
　
0
0
　
　
　
　
　
　
　
0
0
　
　
　
ｔ
　
　
3
0
　
　
　
　
呼
　
　
　
ｔ

ぽ
　
　
昨
　
　
出
　
　
ぽ
　
　
ぽ
　
　
1
3
　
　
　
　
　
　
　
1
3
　
　
　
ぽ
　
　
句
　
　
　
ぽ
　
　
　
ｔ

月
　
一
火
　
水
　
木
　
金
　
土
　
　
Ｓ
一
　
　
月
　
火
　
　
　
　
　
木

５月
１

２

３

金 1J:00-

IS:00-

土 I7.|≫-

ｉ 13 叫-

r:

cBCラジオ　　　‾
花のコンパニオン
のどくらべPR合戦

岡崎市民フェスティバル

民謡のつどい

●出演
伊藤済光他

ＯＫＡＺＡＫＩジュニアコンサート

東濤ラジオ公騎鯖歯
ボナンザトラベル面白バラエティー

懐かしのグループサウンズ
コンサート

●出演ワイルドワンズ

ＡＯＩイベント

太鼓フェスティバル

正鯛岡崎五万石コンクール

中郎電力
ラブリースプリングショー

●ゲスト宮崎萬純＆スクールメイツ

ラテンミュージックショー

●出演トリオロス･チカノス

舞峡百劇崎
ペンギンズ●メモリー(幸福物語)

名古屋テレビ
夢いろファンタジー(5 1､5 2)

葵映薦輿場
生徒諸君／(主演:小泉今日子)

ジャズスペシャルナイト渡辺香津美MO BO-HI

●ゲスト
向井滋春･梅津和時

CBC公開録音奈保子のときめきコンサート
三菱ドライビング･ポップス

●出演
河合奈保子

夏木陽介vs篠塚建次郎の

パリ･ダカールラリートーク他

４
　
５

６

フ
8
9
1
0
1
-
　
Ｃ
Ｕ
　
Ｃ
Ｏ

14

15

C
O
１

７１
－

東海ファミコンチャンプ大会

　　　　　　　　　　(準決勝／)

あおいジャズイン

　･-■　ふ-a･●a－　－　a. a　.Jj　　－　●・出演轟剣冶とインターナシｌナルデキシーカンパニー

　　　　他6バンド

東海ファミコンチャン

14:

10:30-

11:叫

n:叫

13:00-

●ゲスト高橋名人

東邦ガス
ギネスに挑戦

プ大会
(決腸大会)

●総合司会　　　　　　●ゲスト
おぼん･こぼん石野陽子

民謡お国めぐり

●出演内藤千賀弘他

岡崎市民フェスティバル

ＡＯＩイベント

伝統芸能特集④

春の交通安全フェスティバル

●協力　トヨタグループ
ＡＯＩイベント

ＡＯＩイベント

全国祝歌シリーズ

●出演山崎定道･中村優利他

ＡＯＩイベント

ジャズスペシャルI坂田明カルテット･佐藤允彦トリオ

●ゲスト宮沢昭･峰厚介・伊藤君子

ジャズスペシャルII阿川泰子･宮沢昭オールスターズ

名餓グループ
ファイナルイベント

　.･i.L､I -　　　　.t.J^,.'■!!.･,．
葵庫岡崎w

　1987年31121日呪--･5H17HII

＊内I f..よr･:*.'-ご_:ご･^史十る陽!^^yりりi 1'＊

岡崎市市長公室広報課　〒414岡崎市十王町２丁目９番地　S23 －6033
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